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街と人の未来を描く
特集  都市開発マスタープラン



my photo

あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や開発途

上国の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らし

など、国際協力や途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEメール）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真と共に応募先アドレスまでEメールでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーの他に、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく場

合があ

ります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募作
品はご

返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （『mundi』 編集部宛）
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特集 都市開発マスタープラン
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復興から発展へ 交通マスタープランの変遷　カンボジア
広がるマスタープランの可能性

新しい生活に向けて　ミャンマー

「ここが知りたい」 いろんなトピックを分かりやすく解説！
・  ・ ・  ・ココシリ

愛知県名古屋市

「mundi」はラテン語で“世界”。開発途
上国の現状や、現場で活動する人々の
姿を紹介するJICA広報誌です。

JICAのビジョン

すべての人々が恩恵を受ける、
ダイナミックな開発を進めます
Inclusive and Dynamic Development

表紙　
撮影：谷本 美加

アフガニスタンの首都カブール。
人口増加に加え、山岳に囲まれた
盆地に位置する地理的特徴から、
水資源の確保をはじめとする都市
環境の維持が難しい。街づくりの
方針となるマスタープランは、こうし
た都市の持続的な発展を支える
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街と人の
未来を描く

世界人口の半分以上が都市に住む現在。
多くの人を受け入れる都市をつくり、整備していくためには、

人口増加や将来の経済発展など、さまざまな視点からの検証が不可欠だ。
日本は世界各地で、都市の未来図を描く「マスタープラン」の作成に携わっている。

た
め
、
維
持
や
手
直
し
は
で
き
て
も
、
新
た
な
都
市
を

計
画
す
る
機
会
は
少
な
い
。
逆
に
、
開
発
途
上
国
で
は

今
後
数
十
年
か
そ
れ
以
上
の
長
期
に
わ
た
る
人
口
増
加

や
経
済
発
展
を
視
野
に
入
れ
た
計
画
作
り
が
必
要
に
な

る
。
特
に
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
ｓ
）
な

ど
の
新
た
な
目
標
を
踏
ま
え
て
実
際
の
計
画
に
落
と
し

込
む
こ
と
が
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
重
要
な
役
割
だ
。

　
一
方
、
世
界
有
数
の
大
都
市
だ
っ
た
古
代
エ
ジ
プ
ト

の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
で
、
詩
人
カ
リ
マ
コ
ス
は
「
都

市
が
大
き
い
ほ
ど
に
、
孤
独
は
深
ま
る
」
と
嘆
い
た
。

都
市
化
が
進
む
ほ
ど
人
々
の
社
会
的
な
つ
な
が
り
が
薄

れ
、
生
活
基
盤
が
失
わ
れ
が
ち
な
こ
と
は
、
紀
元
前
か

ら
知
ら
れ
て
い
た
の
だ
。

　
大
都
市
の
経
済
が
発
展
し
、
職
が
生
ま
れ
、
都
市
に

住
め
ば
生
活
を
維
持
で
き
る
こ
と
が
、
都
市
化
の
大
き

な
理
由
だ
。
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
で
は
想
像
が
難
し
い

が
、
陸
続
き
の
国
々
で
の
都
市
化
は
、
し
ば
し
ば
周
辺

国
か
ら
の
人
口
流
入
も
生
む
。
増
え
る
住
民
の
ニ
ー
ズ

や
多
様
性
に
目
を
向
け
、
そ
れ
を
包
括
的
に
受
け
止
め

る
都
市
の
将
来
像
を
見
据
え
て
計
画
を
立
て
な
け
れ

ば
、
生
活
基
盤
と
し
て
の
都
市
の
魅
力
は
失
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
近
年
増
え
て
き
た
の
が
、
住
民
の
声
を
吸

い
上
げ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
だ
。
人
は

自
分
の
生
活
圏
内
で
の
変
化
に
は
興
味
を
持
ち
や
す

く
、
声
を
上
げ
や
す
い
。
地
元
の
人
た
ち
を
対
象
と
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
こ
ま
め
に
開
催
す
る
こ
と
で
、

地
元
社
会
の
抱
え
る
課
題
や
、
実
態
に
即
し
た
ニ
ー
ズ

を
洗
い
出
す
の
だ
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し

て
住
民
同
士
の
利
害
対
立
を
調
整
し
、
全
員
が
少
し
ず

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
計
画
が

都
市
全
体
の
未
来
を
描
く

生
活
の
場
と
し
て
の
都
市

住
民
と
共
に
育
て
る

　
都
市
の
空
気
は
自
由
に
す
る―

―

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

生
ま
れ
た
こ
の
こ
と
わ
ざ
は
、
農
奴
が
都
市
に
移
り
住

む
こ
と
で
自
由
民
の
資
格
を
得
ら
れ
た
当
時
の
慣
習
に

由
来
す
る
。
日
本
で
も
、
江
戸
時
代
に
は
農
家
を
継
が

な
い
若
者
が
都
市
に
流
れ
込
む
な
ど
し
て
都
市
化
が
進

み
、
江
戸
は
、
19
世
紀
当
時
、
世
界
で
も
有
数
の
百
万

人
都
市
と
な
っ
た
。
都
市
の
拡
大
は
、
歴
史
的
に
も
地

理
的
に
も
普
遍
の
傾
向
と
言
っ
て
い
い
。

　
だ
が
、
現
代
の
都
市
化
は
、
か
つ
て
と
は
段
違
い
の

速
度
で
進
ん
で
い
る
。
世
界
最
大
の
都
市
と
な
っ
た
東

京
お
よ
び
首
都
近
郊
の
人
口
３
８
０
０
万
人
は
、
明
治

初
期
の
日
本
の
全
人
口
を
上
回
る
。
世
界
全
体
で
見
て

も
、
都
市
に
住
む
人
口
は
２
０
０
７
年
に
過
半
数
を
超

え
た
。
14
年
の
時
点
で
世
界
の
全
人
口
の
54
％
が
都
市

部
に
住
ん
で
お
り
、
50
年
に
は
世
界
の
３
人
に
２
人
は

都
市
に
住
む
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。（
国
連
世
界
都
市
化

予
測
リ
ポ
ー
ト
２
０
１
４
に
よ
る
）

　
急
速
な
都
市
化
は
、
受
け
入
れ
る
都
市
側
の
イ
ン
フ

ラ
需
要
を
一
気
に
増
大
さ
せ
る
。
住
ま
い
は
も
ち
ろ
ん
、

交
通
手
段
、
上
下
水
道
な
ど
の
生
活
基
盤
の
十
分
な
整

備
が
求
め
ら
れ
る
一
方
で
、
ご
み
の
処
理
や
公
害
対
策

と
い
っ
た
衛
生
維
持
の
設
備
も
欠
か
せ
な
い
。
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
（
セ
ク
タ
ー
）
の
整
備
に
、
同
時
進
行
で
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
の
だ
。

　「
セ
ク
タ
ー
ご
と
に
計
画
を
立
案
・
実
行
す
る
場
合
、

国
に
よ
っ
て
は
縦
割
り
行
政
の
弊
害
や
、
セ
ク
タ
ー
ご

と
の
技
術
レ
ベ
ル
の
違
い
か
ら
、
柔
軟
な
連
携
が
取
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
日
本
が
協
力
し
て

い
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
り
を
通
し
て
、
都
市
全
体
の

未
来
像
を
描
く
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
各
セ
ク
タ
ー

が
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
明
確
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

セ
ク
タ
ー
同
士
の
横
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
都
市
計
画
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
、

豊
橋
技
術
科
学
大
学
の
大
西
隆
学
長
は
説
明
す
る
。

　
開
発
途
上
国
へ
の
支
援
に
お
い
て
、
日
本
は
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
段
階
だ
け
で
な
く
、
実
現
を
目
指

す
中
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
セ
ク
タ
ー
間
の
連
携
を
深
め
、
提

携
先
と
な
る
各
省
庁
や
企
業
な
ど
と
共
に
整
備
を
進
め

て
技
術
を
共
有
し
て
い
る
。
総
合
的
な
取
り
組
み
を
行

う
こ
と
で
、
支
援
対
象
国
の
相
対
的
な
弱
み
や
課
題
が

洗
い
出
さ
れ
、
改
善
策
へ
の
着
手
が
可
能
に
な
る
。
例

え
ば
、「
将
来
、
道
路
が
敷
設
さ
れ
る
場
所
に
沿
っ
て
下

水
管
を
配
置
す
る
」
な
ど
の
連
携
プ
ラ
ン
は
、
そ
の
ル
ー

ト
に
他
の
イ
ン
フ
ラ
の
延
伸
を
引
き
寄
せ
、
結
果
と
し

て
よ
り
効
率
的
な
整
備
の
土
台
が
で
き
る
の
だ
。

　
先
進
国
で
は
す
で
に
都
市
の
骨
格
が
完
成
し
て
い
る

©谷本美加

出所：いずれも「UN, World Population Prospects, 2015（世界の人口予測）」より作成　　

世界の地域別人口推移・見込み

アフリカとアジアの300万人超の都市数の推移・見込み

全都市人口に対して第一都市人口が占める割合

編集協力：国立大学法人 豊橋技術科学大学 大西隆学長

都市開発マスタープラン

特集

つ
譲
歩
す
る
こ
と
で
、
よ
り
満
足
度
の
高
い
解
決
策
に

着
地
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
り
や

再
開
発
計
画
に
地
域
住
民
の
合
意
プ
ロ
セ
ス
を
取
り
入

れ
る
こ
と
は
、
計
画
の
実
現
可
能
性
や
将
来
性
を
よ
り

高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　「
特
に
、
１
９
９
０
年
代
以
降
に
注
目
さ
れ
始
め
た

の
が
、都
市
の
快
適
さ
に
つ
な
が
る
要
素
の
整
備
で
す
」

と
大
西
学
長
は
指
摘
す
る
。「
歴
史
的
建
造
物
や
文
化

施
設
、
公
園
や
緑
化
施
設
な
ど
、
必
要
不
可
欠
な
イ
ン

フ
ラ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
活
の
質
を
上
げ
る
環
境
づ
く

り
も
重
要
だ
と
い
う
認
識
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。特
に
、

歴
史
あ
る
も
の
を
残
し
な
が
ら
新
し
い
取
り
組
み
を
進

め
る
〝
開
発
と
保
全
の
調
和
〞
は
、
世
界
的
な
潮
流
と

な
っ
て
い
ま
す
」

　
社
会
が
変
わ
る
こ
と
で
都
市
化
が
進
み
、
都
市
に
移

り
住
む
こ
と
で
生
活
が
変
わ
る
人
た
ち
も
い
る
。
何
十

年
、
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
続
く
人
の
営
み
の
受
け
皿

と
な
り
、
発
展
し
て
い
く
都
市
づ
く
り
の
た
め
に
、
時

を
越
え
て
機
能
す
る
大
き
な
絵
を
描
く
。
そ
れ
が
都
市

計
画
で
あ
り
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
だ
。
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拡
大
を
続
け
る
都
市
！？

適
正
な
発
展
へ
と
導
く
日
本
の
支
援

人
口
増
加
・
密
集
に
伴
い
都
市
化
が
進
む
と
、交
通
渋
滞
や
イ
ン
フ
ラ
不
足
、住
環
境
の
悪
化
な
ど
の
問
題
が
発
生
す
る
。

都
市
を
適
正
な
発
展
へ
と
導
く
都
市
開
発
の
手
法
と
日
本
の
協
力
を
紹
介
し
よ
う
。

【土地利用計画】
土地利用計画は、街区形成、宅地造成、公共・公益施設
の配置計画の基礎であり、現状の土地の利用状況の特
性を生かしながら、将来の土地利用の在り方を計画し
たもの。市街化する区域、市街化しない区域の２種類
へ分類し、市街化する区域については、住宅、商業、工
業のそれぞれの用地へと
再分類する。

セネガルで実施された「ダカール首都圏
開発マスタープラン策定プロジェクト」で
作られた「2035年の土地利用計画案」

土地区画整理事業は、土地の所有者である地権者や住
民が話し合い、少しずつ土地を提供して、道路、公園、河
川などの公共施設を整備する事業のこと。地権者が持
つ土地の面積は少なくなるが、事業を通じて地域一体
としての土地の資産価値は上がる。

図提供：玉野総合コンサルタント株式会社

特集 都市開発マスタープラン
街と人の未来を描く

大都市では何が
起きているの？

【土地区画整理事業】

都市開発の 3つのキーワード

（2014年８月～2016年１月）

セネガル国ダカール首都圏開発
マスタープラン策定プロジェクト 

都市の成長を支える 交通渋滞の緩和に貢献

　ダカール首都圏では、2013年時点で320万人だった人口が、2035年
には約2倍になると予想されている。都市化の進行に伴い、交通渋滞や
インフラ不足、市街地の無秩序な拡大などが問題となっている。プロ
ジェクトでは、ダカールの都市としての強みや課題、リスク、地球環境へ
の影響などを明確化し、都市としての持続可能性を評価する試みを実
施。地域住民や民間企業などと計20回の意見交換を行い、評価の結果
を踏まえて開発方針などを検討した。
　2035年のマスタープランでは都市ビジョンとして「City of Hospitali-
ty」を掲げ、新副都心の開発、都市をコンパクトに保つための都市成長
境界線（Urban Growth Boundary）
の設定、公共交通中心の交通システ
ム、洪水域の市街化抑制などの計
画を提案。関連省庁や地方自治体
が協力して事業を実施していく予定
だ。

ダカールの将来ビジョンを協議する
セネガル都市再生省とJICA調査団 

（2016年１月～2018年11月） 

ラホールセントラル地区における
交通管理能力強化プロジェクト

　人口約1,000万人を擁するパキスタンの第二の都市ラホール市では、
急速なモータリゼーションにより、交通渋滞が深刻化している。2001年
から2008年の7年間で、バイクを含めた年間車両登録数は、年平均
36.7％も増加した。
　日本は、2012年に同市の都市交通マスタープラン策定を支援。その中
で提言された2020年までのアクションプランのうち、ラホール市内の渋
滞緩和を目的として実施されたのが「ラホールセントラル地区における
交通管理能力強化プロジェクト」だ。この
協力では、ラホール市の都市交通事業を
管轄している複数組織の職員に対して研
修を実施し、都市交通管理に必要な知識
の強化や、計画立案、事業実施に関わる
能力の向上を支援している。

マスタープランに基づいて導入されたバス専用
レーンを走行する赤いバス（BRT）が見える。１
時間に最大4,800人を輸送でき、ラホール市
の交通渋滞の緩和に期待が寄せられる

都市開発マスタープランとは、対象地域の将来の都市
開発に関する基本的な方針を示すもの。通常、将来ビ
ジョン、開発方針・開発目標、社会経済フレーム、空間
開発フレーム（都市構造、土地利用計画）などから構成
される。マスタープランでは、対象地域の20～30年先
を見据えて、短期・中期・長期的に取り組むべき課題を
提示する。

【都市開発マスタープラン】
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4

人口が増えると
どうなるの？

アジアと
アフリカで
特に人口が
増えている！

アジアでは
1960年ごろから、
アフリカでは
2000年ごろから
大都市が急増！

特にアフリカでは
一極集中傾向が強い！

日本の300万人以上の都市は
2都市だけ（現時点）

日本の協力事例
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街と人の
未来を描く

世界人口の半分以上が都市に住む現在。
多くの人を受け入れる都市をつくり、整備していくためには、

人口増加や将来の経済発展など、さまざまな視点からの検証が不可欠だ。
日本は世界各地で、都市の未来図を描く「マスタープラン」の作成に携わっている。

た
め
、
維
持
や
手
直
し
は
で
き
て
も
、
新
た
な
都
市
を

計
画
す
る
機
会
は
少
な
い
。
逆
に
、
開
発
途
上
国
で
は

今
後
数
十
年
か
そ
れ
以
上
の
長
期
に
わ
た
る
人
口
増
加

や
経
済
発
展
を
視
野
に
入
れ
た
計
画
作
り
が
必
要
に
な

る
。
特
に
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
ｓ
）
な

ど
の
新
た
な
目
標
を
踏
ま
え
て
実
際
の
計
画
に
落
と
し

込
む
こ
と
が
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
重
要
な
役
割
だ
。

　
一
方
、
世
界
有
数
の
大
都
市
だ
っ
た
古
代
エ
ジ
プ
ト

の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
で
、
詩
人
カ
リ
マ
コ
ス
は
「
都

市
が
大
き
い
ほ
ど
に
、
孤
独
は
深
ま
る
」
と
嘆
い
た
。

都
市
化
が
進
む
ほ
ど
人
々
の
社
会
的
な
つ
な
が
り
が
薄

れ
、
生
活
基
盤
が
失
わ
れ
が
ち
な
こ
と
は
、
紀
元
前
か

ら
知
ら
れ
て
い
た
の
だ
。

　
大
都
市
の
経
済
が
発
展
し
、
職
が
生
ま
れ
、
都
市
に

住
め
ば
生
活
を
維
持
で
き
る
こ
と
が
、
都
市
化
の
大
き

な
理
由
だ
。
海
に
囲
ま
れ
た
日
本
で
は
想
像
が
難
し
い

が
、
陸
続
き
の
国
々
で
の
都
市
化
は
、
し
ば
し
ば
周
辺

国
か
ら
の
人
口
流
入
も
生
む
。
増
え
る
住
民
の
ニ
ー
ズ

や
多
様
性
に
目
を
向
け
、
そ
れ
を
包
括
的
に
受
け
止
め

る
都
市
の
将
来
像
を
見
据
え
て
計
画
を
立
て
な
け
れ

ば
、
生
活
基
盤
と
し
て
の
都
市
の
魅
力
は
失
わ
れ
る
。

　
そ
こ
で
、
近
年
増
え
て
き
た
の
が
、
住
民
の
声
を
吸

い
上
げ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
だ
。
人
は

自
分
の
生
活
圏
内
で
の
変
化
に
は
興
味
を
持
ち
や
す

く
、
声
を
上
げ
や
す
い
。
地
元
の
人
た
ち
を
対
象
と
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
こ
ま
め
に
開
催
す
る
こ
と
で
、

地
元
社
会
の
抱
え
る
課
題
や
、
実
態
に
即
し
た
ニ
ー
ズ

を
洗
い
出
す
の
だ
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し

て
住
民
同
士
の
利
害
対
立
を
調
整
し
、
全
員
が
少
し
ず

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
計
画
が

都
市
全
体
の
未
来
を
描
く

生
活
の
場
と
し
て
の
都
市

住
民
と
共
に
育
て
る

　
都
市
の
空
気
は
自
由
に
す
る―

―

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

生
ま
れ
た
こ
の
こ
と
わ
ざ
は
、
農
奴
が
都
市
に
移
り
住

む
こ
と
で
自
由
民
の
資
格
を
得
ら
れ
た
当
時
の
慣
習
に

由
来
す
る
。
日
本
で
も
、
江
戸
時
代
に
は
農
家
を
継
が

な
い
若
者
が
都
市
に
流
れ
込
む
な
ど
し
て
都
市
化
が
進

み
、
江
戸
は
、
19
世
紀
当
時
、
世
界
で
も
有
数
の
百
万

人
都
市
と
な
っ
た
。
都
市
の
拡
大
は
、
歴
史
的
に
も
地

理
的
に
も
普
遍
の
傾
向
と
言
っ
て
い
い
。

　
だ
が
、
現
代
の
都
市
化
は
、
か
つ
て
と
は
段
違
い
の

速
度
で
進
ん
で
い
る
。
世
界
最
大
の
都
市
と
な
っ
た
東

京
お
よ
び
首
都
近
郊
の
人
口
３
８
０
０
万
人
は
、
明
治

初
期
の
日
本
の
全
人
口
を
上
回
る
。
世
界
全
体
で
見
て

も
、
都
市
に
住
む
人
口
は
２
０
０
７
年
に
過
半
数
を
超

え
た
。
14
年
の
時
点
で
世
界
の
全
人
口
の
54
％
が
都
市

部
に
住
ん
で
お
り
、
50
年
に
は
世
界
の
３
人
に
２
人
は

都
市
に
住
む
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。（
国
連
世
界
都
市
化

予
測
リ
ポ
ー
ト
２
０
１
４
に
よ
る
）

　
急
速
な
都
市
化
は
、
受
け
入
れ
る
都
市
側
の
イ
ン
フ

ラ
需
要
を
一
気
に
増
大
さ
せ
る
。
住
ま
い
は
も
ち
ろ
ん
、

交
通
手
段
、
上
下
水
道
な
ど
の
生
活
基
盤
の
十
分
な
整

備
が
求
め
ら
れ
る
一
方
で
、
ご
み
の
処
理
や
公
害
対
策

と
い
っ
た
衛
生
維
持
の
設
備
も
欠
か
せ
な
い
。
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
（
セ
ク
タ
ー
）
の
整
備
に
、
同
時
進
行
で
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
の
だ
。

　「
セ
ク
タ
ー
ご
と
に
計
画
を
立
案
・
実
行
す
る
場
合
、

国
に
よ
っ
て
は
縦
割
り
行
政
の
弊
害
や
、
セ
ク
タ
ー
ご

と
の
技
術
レ
ベ
ル
の
違
い
か
ら
、
柔
軟
な
連
携
が
取
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
日
本
が
協
力
し
て

い
る
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
り
を
通
し
て
、
都
市
全
体
の

未
来
像
を
描
く
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
各
セ
ク
タ
ー

が
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
明
確
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

セ
ク
タ
ー
同
士
の
横
の
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
都
市
計
画
の
実
現
に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
、

豊
橋
技
術
科
学
大
学
の
大
西
隆
学
長
は
説
明
す
る
。

　
開
発
途
上
国
へ
の
支
援
に
お
い
て
、
日
本
は
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
策
定
す
る
段
階
だ
け
で
な
く
、
実
現
を
目
指

す
中
で
も
、
あ
ら
ゆ
る
セ
ク
タ
ー
間
の
連
携
を
深
め
、
提

携
先
と
な
る
各
省
庁
や
企
業
な
ど
と
共
に
整
備
を
進
め

て
技
術
を
共
有
し
て
い
る
。
総
合
的
な
取
り
組
み
を
行

う
こ
と
で
、
支
援
対
象
国
の
相
対
的
な
弱
み
や
課
題
が

洗
い
出
さ
れ
、
改
善
策
へ
の
着
手
が
可
能
に
な
る
。
例

え
ば
、「
将
来
、
道
路
が
敷
設
さ
れ
る
場
所
に
沿
っ
て
下

水
管
を
配
置
す
る
」
な
ど
の
連
携
プ
ラ
ン
は
、
そ
の
ル
ー

ト
に
他
の
イ
ン
フ
ラ
の
延
伸
を
引
き
寄
せ
、
結
果
と
し

て
よ
り
効
率
的
な
整
備
の
土
台
が
で
き
る
の
だ
。

　
先
進
国
で
は
す
で
に
都
市
の
骨
格
が
完
成
し
て
い
る

©谷本美加

出所：いずれも「UN, World Population Prospects, 2015（世界の人口予測）」より作成　　

世界の地域別人口推移・見込み

アフリカとアジアの300万人超の都市数の推移・見込み

全都市人口に対して第一都市人口が占める割合

編集協力：国立大学法人 豊橋技術科学大学 大西隆学長

都市開発マスタープラン

特集

つ
譲
歩
す
る
こ
と
で
、
よ
り
満
足
度
の
高
い
解
決
策
に

着
地
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
り
や

再
開
発
計
画
に
地
域
住
民
の
合
意
プ
ロ
セ
ス
を
取
り
入

れ
る
こ
と
は
、
計
画
の
実
現
可
能
性
や
将
来
性
を
よ
り

高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　「
特
に
、
１
９
９
０
年
代
以
降
に
注
目
さ
れ
始
め
た

の
が
、都
市
の
快
適
さ
に
つ
な
が
る
要
素
の
整
備
で
す
」

と
大
西
学
長
は
指
摘
す
る
。「
歴
史
的
建
造
物
や
文
化

施
設
、
公
園
や
緑
化
施
設
な
ど
、
必
要
不
可
欠
な
イ
ン

フ
ラ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
活
の
質
を
上
げ
る
環
境
づ
く

り
も
重
要
だ
と
い
う
認
識
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。特
に
、

歴
史
あ
る
も
の
を
残
し
な
が
ら
新
し
い
取
り
組
み
を
進

め
る
〝
開
発
と
保
全
の
調
和
〞
は
、
世
界
的
な
潮
流
と

な
っ
て
い
ま
す
」

　
社
会
が
変
わ
る
こ
と
で
都
市
化
が
進
み
、
都
市
に
移

り
住
む
こ
と
で
生
活
が
変
わ
る
人
た
ち
も
い
る
。
何
十

年
、
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
続
く
人
の
営
み
の
受
け
皿

と
な
り
、
発
展
し
て
い
く
都
市
づ
く
り
の
た
め
に
、
時

を
越
え
て
機
能
す
る
大
き
な
絵
を
描
く
。
そ
れ
が
都
市

計
画
で
あ
り
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
だ
。
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拡
大
を
続
け
る
都
市
！？

適
正
な
発
展
へ
と
導
く
日
本
の
支
援

人
口
増
加
・
密
集
に
伴
い
都
市
化
が
進
む
と
、交
通
渋
滞
や
イ
ン
フ
ラ
不
足
、住
環
境
の
悪
化
な
ど
の
問
題
が
発
生
す
る
。

都
市
を
適
正
な
発
展
へ
と
導
く
都
市
開
発
の
手
法
と
日
本
の
協
力
を
紹
介
し
よ
う
。

【土地利用計画】
土地利用計画は、街区形成、宅地造成、公共・公益施設
の配置計画の基礎であり、現状の土地の利用状況の特
性を生かしながら、将来の土地利用の在り方を計画し
たもの。市街化する区域、市街化しない区域の２種類
へ分類し、市街化する区域については、住宅、商業、工
業のそれぞれの用地へと
再分類する。

セネガルで実施された「ダカール首都圏
開発マスタープラン策定プロジェクト」で
作られた「2035年の土地利用計画案」

土地区画整理事業は、土地の所有者である地権者や住
民が話し合い、少しずつ土地を提供して、道路、公園、河
川などの公共施設を整備する事業のこと。地権者が持
つ土地の面積は少なくなるが、事業を通じて地域一体
としての土地の資産価値は上がる。

図提供：玉野総合コンサルタント株式会社

特集 都市開発マスタープラン
街と人の未来を描く

大都市では何が
起きているの？

【土地区画整理事業】

都市開発の 3つのキーワード

（2014年８月～2016年１月）

セネガル国ダカール首都圏開発
マスタープラン策定プロジェクト 

都市の成長を支える 交通渋滞の緩和に貢献

　ダカール首都圏では、2013年時点で320万人だった人口が、2035年
には約2倍になると予想されている。都市化の進行に伴い、交通渋滞や
インフラ不足、市街地の無秩序な拡大などが問題となっている。プロ
ジェクトでは、ダカールの都市としての強みや課題、リスク、地球環境へ
の影響などを明確化し、都市としての持続可能性を評価する試みを実
施。地域住民や民間企業などと計20回の意見交換を行い、評価の結果
を踏まえて開発方針などを検討した。
　2035年のマスタープランでは都市ビジョンとして「City of Hospitali-
ty」を掲げ、新副都心の開発、都市をコンパクトに保つための都市成長
境界線（Urban Growth Boundary）
の設定、公共交通中心の交通システ
ム、洪水域の市街化抑制などの計
画を提案。関連省庁や地方自治体
が協力して事業を実施していく予定
だ。

ダカールの将来ビジョンを協議する
セネガル都市再生省とJICA調査団 

（2016年１月～2018年11月） 

ラホールセントラル地区における
交通管理能力強化プロジェクト

　人口約1,000万人を擁するパキスタンの第二の都市ラホール市では、
急速なモータリゼーションにより、交通渋滞が深刻化している。2001年
から2008年の7年間で、バイクを含めた年間車両登録数は、年平均
36.7％も増加した。
　日本は、2012年に同市の都市交通マスタープラン策定を支援。その中
で提言された2020年までのアクションプランのうち、ラホール市内の渋
滞緩和を目的として実施されたのが「ラホールセントラル地区における
交通管理能力強化プロジェクト」だ。この
協力では、ラホール市の都市交通事業を
管轄している複数組織の職員に対して研
修を実施し、都市交通管理に必要な知識
の強化や、計画立案、事業実施に関わる
能力の向上を支援している。

マスタープランに基づいて導入されたバス専用
レーンを走行する赤いバス（BRT）が見える。１
時間に最大4,800人を輸送でき、ラホール市
の交通渋滞の緩和に期待が寄せられる

都市開発マスタープランとは、対象地域の将来の都市
開発に関する基本的な方針を示すもの。通常、将来ビ
ジョン、開発方針・開発目標、社会経済フレーム、空間
開発フレーム（都市構造、土地利用計画）などから構成
される。マスタープランでは、対象地域の20～30年先
を見据えて、短期・中期・長期的に取り組むべき課題を
提示する。

【都市開発マスタープラン】
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人口が増えると
どうなるの？

アジアと
アフリカで
特に人口が
増えている！

アジアでは
1960年ごろから、
アフリカでは
2000年ごろから
大都市が急増！

特にアフリカでは
一極集中傾向が強い！

日本の300万人以上の都市は
2都市だけ（現時点）

日本の協力事例
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ど
こ
ま
で
も
続
く
草
原
に
、
の
ん
び

り
と
草
を
食
む
家
畜
の
群
れ
。
モ
ン
ゴ

ル
の
暮
ら
し
と
い
え
ば
、
伝
統
的
な
移

動
式
住
居
「
ゲ
ル
」
を
拠
点
と
し
た
遊

牧
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
初
め
て
モ
ン
ゴ
ル
を

訪
れ
る
私
も
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を

抱
い
て
い
た
が
、
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト

ル
市
の
今
の
姿
は
違
っ
て
い
た
。
ゲ
ル

で
生
活
す
る
人
の
姿
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
見
ら
れ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
遊
牧
民

で
は
な
い
。
彼
ら
は
地
方
か
ら
移
り
住

み
、
遊
牧
以
外
の
仕
事
で
生
計
を
立
て

て
い
る
の
だ
。

　
山
の
斜
面
な
ど
に
、
移
住
者
ら
が
建

て
た
ゲ
ル
が
無
秩
序
に
立
ち
並
ぶ
「
ゲ

ル
地
区
」
の
一
角
を
訪
れ
る
と
、
大
き

な
ポ
リ
タ
ン
ク
を
運
ぶ
男
性
に
出
会
っ

た
。
行
き
先
は
地
区
の
給
水
所
だ
。「
１

日
に
２
〜
３
回
は
、
こ
こ
に
水
を
く
み

に
来
て
い
ま
す
」
と
男
性
は
話
し
て
く

れ
た
。
多
く
の
ゲ
ル
に
は
電
気
は
供
給

さ
れ
て
い
る
が
水
道
は
な
い
。
暖
房
器

具
も
な
く
、
冬
は
石
炭
を
燃
や
し
て
暖

を
取
る
た
め
、
大
気
汚
染
も
深
刻
化
し

て
い
る
。
取
材
に
訪
れ
た
９
月
末
は
既

に
最
低
気
温
が
氷
点
下
を
観
測
す
る
日

も
あ
り
、
ゲ
ル
の
煙
突
か
ら
は
白
い
煙

が
上
が
っ
て
い
た
。
ま
た
、
周
辺
の
道

路
は
十
分
に
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
雨

が
降
れ
ば
崩
れ
そ
う
な
急
斜
面
に
建
つ

ゲ
ル
も
見
掛
け
た
。

　
首
都
へ
の
人
口
流
入
が
加
速
す
る
契

機
と
な
っ
た
の
が
、
１
９
９
２
年
に
人

口
移
動
が
自
由
化
さ
れ
た
こ
と
だ
。
雪

害
で
家
畜
を
失
い
、
牧
畜
を
営
め
な
く

な
っ
た
地
方
の
遊
牧
民
が
、
仕
事
を
求

め
て
首
都
へ
と
流
入
し
た
。
さ
ら
に
、

こ
の
動
き
に
拍
車
を
掛
け
た
出
来
事
が

あ
る
。「
２
０
０
２
年
に
土
地
私
有
化

法
が
成
立
し
、
１
世
帯
当
た
り
７
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
れ
ば
、
ウ
ラ

ン
バ
ー
ト
ル
市
の
土
地
の
所
有
が
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
地
方
か
ら
や
っ
て
来
た
人
々
が

我
先
に
と
ゲ
ル
を
建
て
、
土
地
の
囲
い

込
み
を
始
め
た
の
で
す
」。
長
年
モ
ン

ゴ
ル
の
都
市
計
画
に
関
わ
る
、
株
式
会

社
ア
ル
メ
ッ
ク
V
P
I
の
長
山
勝
英
代

表
取
締
役
は
こ
う
説
明
す
る
。

　
１
９
９
８
年
に
65
万
人
だ
っ
た
ウ
ラ

ン
バ
ー
ト
ル
市
の
人
口
は
、
２
０
０
７

年
に
は
１
０
０
万
人
を
突
破
。
ゲ
ル
地

区
は
人
口
の
６
割
を
占
め
る
ま
で
に
拡

大
し
た
。
悪
化
す
る
住
環
境
や
環
境
汚

染
の
問
題
を
受
け
て
、
日
本
は
２
０
０

７
年
か
ら
同
市
の
都
市
開
発
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定
を
、
２
０
１
０
年
か
ら

ま
し
た
」
と
話
す
建
設
・
都
市
開
発
省

の
ド
ン
ド
マ
・
エ
ネ
ビ
ス
さ
ん
は
、
地

域
を
用
途
別
に
区
画
す
る
「
ゾ
ー
ニ
ン

グ
」
を
よ
り
細
分
化
す
る
こ
と
を
提
案

す
る
な
ど
、
積
極
的
に
議
論
に
参
加
し

た
。
こ
う
し
て
、
２
０
１
３
年
に
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
が
国
会
で
承
認
さ
れ
、
そ

の
２
年
後
に
は
「
都
市
再
開
発
法
」
が

成
立
し
た
。

　
ゲ
ル
地
区
を
車
で
走
る
こ
と
数
分
、

ア
パ
ー
ト
が
立
ち
並
ぶ
住
宅
団
地
が
見

え
て
き
た
。「
こ
こ
は
、
私
た
ち
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
ア
パ
ー
ト
化
事
業
の
モ
デ
ル
地
区
の

一
つ
で
す
」
と
ア
ル
メ
ッ
ク
V
P
I
の

佐
々
木
理
恵
子
専
門
家
が
説
明
す
る
。

現
在
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
は
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
ゲ
ル
地
区
の
再

開
発
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
鍵

を
握
る
の
が
、
ゲ
ル
地
区
に
ア
パ
ー
ト

を
建
設
す
る
ア
パ
ー
ト
化
事
業
だ
。
対

象
と
な
る
住
民
は
、
各
世
帯
が
所
有
し

て
い
る
土
地
と
引
き
換
え
に
、
ア
パ
ー

ト
の
部
屋
に
住
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
昨
年
、
ゲ
ル
か
ら
ア
パ
ー
ト
に
夫
婦

で
移
り
住
ん
だ
と
い
う
ボ
ル
フ
ー
ヘ

ン
・
ア
グ
ク
ー
ン
ツ
ォ
グ
ゾ
ル
さ
ん
の

部
屋
を
訪
ね
た
。
室
内
に
は
風
呂
や
水

洗
ト
イ
レ
が
あ
り
、
暖
房
器
具
も
備
わ

っ
て
い
る
。
日
本
に
あ
る
、
ご
く
一
般

的
な
ア
パ
ー
ト
と
ほ
ぼ
同
じ
と
い
っ
た

印
象
だ
。「
最
初
に
ア
パ
ー
ト
化
の
話

を
聞
い
た
と
き
は
、
ど
ん
な
建
物
が
で

き
る
の
か
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今

は
こ
の
暮
ら
し
に
と
て
も
満
足
し
て
い

ま
す
」と
ボ
ル
フ
ー
ヘ
ン
さ
ん
は
話
す
。

　
た
だ
当
初
は
、
も
と
も
と
所
有
し
て

い
た
ゲ
ル
の
土
地
面
積
に
対
し
て
、
ア

パ
ー
ト
の
部
屋
の
広
さ
に
不
満
が
あ
っ

た
と
い
う
ボ
ル
フ
ー
ヘ
ン
さ
ん
。
そ
こ

で
、
担
当
の
建
設
会
社
に
交
渉
し
た
結

果
、
２
部
屋
を
提
供
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
落
ち
着
い
た
。
実
は
こ
れ
こ
そ
が

今
後
の
課
題
だ
と
、
佐
々
木
専
門
家
は

話
す
。「
土
地
を
評
価
す
る
基
準
が
曖

昧
な
た
め
、
こ
う
し
た
不
満
を
持
つ
住

民
は
少
な
く
な
く
、
結
果
と
し
て
交
渉

上
手
な
人
が
得
を
し
て
い
る
の
で
す
。

事
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
に

も
、
住
民
が
納
得
で
き
る
平
等
な
仕
組

み
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　
他
に
も
、
ゲ
ル
地
区
の
再
開
発
事
業

と
し
て
、
土
地
区
画
整
理
や
老
朽
化
ア

パ
ー
ト
の
建
て
替
え
な
ど
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
ア
パ
ー
ト
化
事
業
の
主
体
と

な
る
民
間
建
設
協
会
の
エ
ル
デ
ム
バ
ヤ

ー
ル
・
ツ
ェ
イ
ー
ン
ガ
ロ
ン
会
長
は
、

「
市
と
も
一
層
連
携
を
図
り
、
ア
パ
ー
ト

整
備
と
と
も
に
周
辺
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

も
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」と
話
す
。

　
10
月
の
合
同
調
整
委
員
会（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
）

を
間
近
に
控
え
た
こ
の
日
、
佐
々
木
専

門
家
や
建
設
・
都
市
開
発
省
の
職
員
ら

で
、
J
C
C
で
の
報
告
内
容
な
ど
を
決

め
る
た
め
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。

J
C
C
は
、
J
I
C
A
、
建
設
・
都
市

開
発
省
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
の
３
者

に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
思
決
定
機

関
で
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
や
今
後
の
方

針
な
ど
を
報
告
し
て
承
認
を
得
る
重
要

な
場
だ
。

　「
今
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
に
は
と

に
か
く
お
金
が
な
い
ん
で
す
」。
打
ち

合
わ
せ
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
が

何
度
も
こ
ぼ
れ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
の
輸
出

の
８
割
を
占
め
る
鉱
物
価
格
の
下
落

や
、
最
大
の
貿
易
相
手
で
あ
る
中
国
経

済
の
低
迷
に
よ
っ
て
、
こ
の
数
年
で
ウ

ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
の
財
政
は
劇
的
に
悪

化
し
て
い
る
の
だ
。

　
一
方
、
今
年
６
月
の
選
挙
で
、
モ
ン

ゴ
ル
で
は
そ
れ
ま
で
野
党
だ
っ
た
人
民

党
に
政
権
が
交
代
。今
回
の
J
C
C
は
、

そ
の
後
初
め
て
の
開
催
と
な
る
た
め
、

ゲ
ル
地
区
再
開
発
を
は
じ
め
と
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
重
要
性
を
新
政
権
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
る
。
こ

う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
打
ち
合
わ
せ

で
は
、「
少
な
い
予
算
で
ど
う
事
業
を

進
め
て
い
く
べ
き
か
、
J
C
C
ま
で
に

整
理
す
る
べ
き
」「
こ
れ
ま
で
の
成
果

を
何
か
目
に
見
え
る
形
で
示
す
こ
と
が

重
要
だ
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
た
。

　
も
う
一
人
、
市
の
財
政
難
に
頭
を
抱

え
て
い
る
の
が
、
一
般
財
団
法
人
日
本

開
発
構
想
研
究
所
の
大
場
悟
専
門
家

だ
。
大
場
専
門
家
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
承
認
を
受
け
て
、
２
０
１
６
年
か

ら
２
０
２
０
年
ま
で
の
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト

ル
市
の
実
施
計
画
の
策
定
を
支
援
し
て

き
た
が
、
こ
こ
に
き
て
難
し
い
局
面
に

立
た
さ
れ
て
い
る
。「
実
施
計
画
は
今

年
３
月
に
閣
議
承
認
さ
れ
ま
し
た
が
、

市
の
財
政
状
況
が
想
定
外
に
悪
化
し
て

い
る
た
め
、
計
画
の
見
直
し
を
迫
ら
れ

て
い
る
の
で
す
」

　
大
場
専
門
家
と
二
人
三
脚
で
取
り
組

ん
で
き
た
の
が
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市

戦
略
政
策
計
画
室
の
バ
ヤ
ル
バ
ー
ト

ル
・
サ
ン
ダ
グ
ド
ル
ジ
ー
室
長
だ
。
バ

ヤ
ル
バ
ー
ト
ル
室
長
は
、
１
９
９
５
年

に
東
京
都
の
亜
細
亜
大
学
大
学
院
に
留

学
し
、
修
了
後
は
そ
の
ま
ま
日
本
企
業

に
就
職
。
通
算
10
年
以
上
を
日
本
で
過

ご
し
た
、日
本
の
良
き
理
解
者
だ
。「
昨

年
は
、
東
京
都
と
横
浜
市
で
実
施
さ
れ

た
都
市
計
画
の
研
修
に
も
参
加
し
ま
し

た
。
日
本
の
大
都
市
の
計
画
の
立
て
方

や
、
行
政
の
企
画
担
当
部
署
の
役
割
が

よ
く
分
か
り
ま
し
た
」
と
バ
ヤ
ル
バ
ー

ト
ル
室
長
は
振
り
返
る
。

　
ま
た
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
と
同
じ

よ
う
な
人
口
規
模
や
立
地
環
境
に
あ
る

札
幌
市
か
ら
も
短
期
専
門
家
が
派
遣
さ

れ
、
札
幌
市
の
実
施
計
画
を
参
考
に
し

な
が
ら
計
画
作
り
を
進
め
て
い
っ
た
。

こ
う
し
て
完
成
し
た
「
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト

ル
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
施
計
画
」
に

は
、
ゲ
ル
地
区
再
開
発
の
他
に
も
、
総

合
医
療
施
設
の
充
実
や
、
ご
み
処
理
・

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
公
共
交
通
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
な
ど
、
幅
広
い
分
野
に
関

す
る
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
た
。し
か
し
、

今
後
は
市
の
財
政
状
況
に
応
じ
て
、
よ

り
厳
密
に
優
先
順
位
を
付
け
て
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

　
ア
ル
メ
ッ
ク
V
P
I
の
長
山
さ
ん
は
、

今
後
の
課
題
と
し
て
低
所
得
者
向
け
の

住
宅
政
策
を
挙
げ
る
。「
中
間
層
の
人
々

は
銀
行
か
ら
お
金
を
借
り
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
金
融
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な

い
人
や
、
資
産
を
持
て
な
い
人
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
住
宅
を
供
給
す
る
の
か

と
い
う
点
は
、
重
要
な
政
策
議
論
と
な

る
で
し
ょ
う
」

　
低
所
得
者
層
の
約
６
割
が
ゲ
ル
地
区

で
生
活
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
ウ
ラ
ン

バ
ー
ト
ル
市
。
ア
パ
ー
ト
に
住
み
た
く

ゲ
ル
地
区
に
山
積
す
る
問
題

都
市
計
画
か
ら
街
を
変
え
る

進
む
ア
パ
ー
ト
建
設

〝
ご
ね
得
〞の
実
態
も

「
と
に
か
く
お
金
が
な
い
」

難
局
を
ど
う
乗
り
越
え
る
の
か

住
民
の
現
状
を
把
握
し
て

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
街
へ

特集 都市開発マスタープラン
街と人の未来を描く

切
だ
と
思
い
ま
す
」
と
サ
ル
ナ
イ
副
社

長
は
話
す
。

　
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
を
ど
の
よ
う
な

都
市
に
し
て
い
き
た
い
か
―
―
。
私
が

投
げ
掛
け
た
こ
の
質
問
に
対
し
て
、
建

設
・
都
市
開
発
省
の
ベ
ル
グ
サ
イ
ハ
ン
・

ダ
グ
ワ
ド
ル
ジ
さ
ん
は
こ
う
答
え
た
。

「
い
つ
か
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
で

き
る
よ
う
な
立
派
な
都
市
を
目
指
し
て

い
ま
す
」

　
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
都
市
問
題
に

対
し
て
、
日
本
と
モ
ン
ゴ
ル
が
手
を
取

り
合
い
立
ち
向
か
っ
て
い
る
。
変
わ
り

つ
つ
あ
る
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
の
姿

を
、
こ
れ
か
ら
先
も
こ
の
目
で
見
届
け

た
い
と
思
う
。（

編
集
部
　
中
森
雅
人
）

特集 都市開発マスタープラン
街と人の未来を描く

て
も
ロ
ー
ン
を
組
め
な

い
人
も
い
る
。
こ
う
し

た
中
、
低
所
得
者
向
け

の
住
宅
政
策
を
強
化
す

る
た
め
に
、
昨
年
８
月
、

市
の
外
郭
団
体
と
し
て

住
宅
関
係
業
務
を
扱
う

「
首
都
住
宅
公
社
（
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ｋ
）」が
設
立
さ
れ
た
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｋ
の
サ
ル
ナ
イ
・

バ
ッ
ト
ト
ル
ガ
副
社
長

は
、
居
住
環
境
の
整
備

と
産
業
の
創
出
を
一
体

化
し
た
〝
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
〞
の
構
想
を
練
っ
て

い
る
と
話
す
。「
例
え
ば
、

空
港
の
近
く
に
土
産
品

の
開
発
や
販
売
に
関
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
そ
こ

に
ア
パ
ー
ト
が
整
備
さ
れ
た
ら
、
低
所

得
者
で
も
働
き
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
街
に
な
る
と
思
う
の
で
す
」。

今
後
は
市
内
の
５
カ
所
で
、
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
構
想
の
実
現
可
能
性
に
つ
い
て
調

査
す
る
予
定
だ
と
い
う
。

　
ま
た
、
N
O
S
K
は
ゲ
ル
地
区
で
暮

ら
す
低
所
得
者
層
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
も
行
っ
て
い
る
。「
多
く
の
人
が
ア

パ
ー
ト
に
移
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま

す
が
、
中
に
は
、
今
の
土
地
で
野
菜
を

栽
培
し
た
り
、
車
の
修
理
な
ど
の
事
業

を
営
ん
だ
り
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

ま
ず
は
住
民
の
現
状
を
よ
く
理
解
し
た

上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
や
住
民
に
と

っ
て
最
適
な
方
法
を
考
え
る
こ
と
が
大

関
連
す
る
法
制
度
の
整
備
を
支
援
し
て

き
た
。「
私
が
大
切
に
し
て
き
た
の
は
、

〝
黙
る
〞
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
日

本
の
専
門
家
か
ら
の
提
案
は
で
き
る
だ

け
控
え
、
モ
ン
ゴ
ル
側
の
職
員
が
主
体

と
な
っ
て
進
め
な
け
れ
ば
、
現
地
の
社

会
に
根
付
か
な
い
と
考
え
た
か
ら
で

す
」
と
長
山
さ
ん
は
話
す
。
長
山
さ
ん

ら
と
活
動
を
共
に
し
て
き
た
ウ
ラ
ン
バ

ー
ト
ル
市
都
市
計
画
建
築
デ
ザ
イ
ン
研

究
所
の
ナ
ラ
ン
ゲ
レ
ル
・
ゴ
ト
ブ
さ
ん

は
、「
開
発
戦
略
、
調
査
、
法
整
備
、
人

材
育
成
と
い
う
よ
う
に
、
物
事
を
段
階

的
に
進
め
る
こ
と
の
大
切
さ
を
専
門
家

か
ら
学
び
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　
交
通
、
環
境
、
防
災
な
ど
、
多
角
的

な
視
点
か
ら
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
考
察

す
る
た
め
、
国
の
建
設
・
都
市
開
発
省

と
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
の
関
係
部
署
で

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
現
状

や
課
題
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
た
。「
計

画
の
策
定
や
住
民
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な

ど
、
全
て
国
と
市
が
協
力
し
て
実
施
し

無
秩
序
な
都
市
の
拡
大
や
環
境
汚
染
に
悩
む
、
モ
ン
ゴ
ル
の
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
。

日
本
は
約
10
年
前
か
ら
、
同
市
の
都
市
開
発
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
協
力
し
て
き
た
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
承
認
さ
れ
た
今
、
専
門
家
た
ち
が
抱
く
思
い
は
、〝
計
画
が
で
き
た
ら
終
わ
り
で
は
な
い
〞。

そ
の
先
の
、
計
画
の
実
現
性
を
高
め
る
た
め
の
協
力
に
迫
っ
た
。

住
民
に
最
適
な
暮
ら
し
を 

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
そ
の
先
へ

ゲル地区再開発に向けた
アパート化事業のモデル地
区。敷地内には、楽しそうに
遊ぶ家族連れの姿があった

アパートでは水道が利用でき、「暮らしが便利になった」と話すボルフーヘンさん

ウランバートル市の中心部
から車で30分ほどの郊外ま
で出ると、伝統的な遊牧民
の生活を見ることができる

山の斜面に、ゲルやバイシンと呼ば
れる一戸建てが立ち並ぶゲル地区。
深刻な大気汚染により、街の中心部
は真っ白なスモッグに包まれている

Mongolia
From

モンゴル

アパートの近くでは幼稚園や小学校の建設も進んでいる。この幼稚園には250
人の子どもたちが通っている

10月のJCC開催に向けた打ち合わせ。建
設・都市開発省からは、ドンドマさん（右奥）
とベルグサイハンさん（左奥）が出席した

マスタープランに基づいて、日本が無償資金協力を通じて
建設を支援した高架橋「太陽橋」。物流の効率化や交通
渋滞の緩和につながっている

これまでのプロジェクト
では、子どもたちに街
づくりの大切さについ
て理解してもらうため
の絵本『街の伝説』も
作成された

ウランバートル市

実施計画の今後の方向性について議論する大場専門家（左）とバヤル
バートル室長（右）
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ど
こ
ま
で
も
続
く
草
原
に
、
の
ん
び

り
と
草
を
食
む
家
畜
の
群
れ
。
モ
ン
ゴ

ル
の
暮
ら
し
と
い
え
ば
、
伝
統
的
な
移

動
式
住
居
「
ゲ
ル
」
を
拠
点
と
し
た
遊

牧
を
思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
初
め
て
モ
ン
ゴ
ル
を

訪
れ
る
私
も
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を

抱
い
て
い
た
が
、
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト

ル
市
の
今
の
姿
は
違
っ
て
い
た
。
ゲ
ル

で
生
活
す
る
人
の
姿
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら

で
見
ら
れ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
遊
牧
民

で
は
な
い
。
彼
ら
は
地
方
か
ら
移
り
住

み
、
遊
牧
以
外
の
仕
事
で
生
計
を
立
て

て
い
る
の
だ
。

　
山
の
斜
面
な
ど
に
、
移
住
者
ら
が
建

て
た
ゲ
ル
が
無
秩
序
に
立
ち
並
ぶ
「
ゲ

ル
地
区
」
の
一
角
を
訪
れ
る
と
、
大
き

な
ポ
リ
タ
ン
ク
を
運
ぶ
男
性
に
出
会
っ

た
。
行
き
先
は
地
区
の
給
水
所
だ
。「
１

日
に
２
〜
３
回
は
、
こ
こ
に
水
を
く
み

に
来
て
い
ま
す
」
と
男
性
は
話
し
て
く

れ
た
。
多
く
の
ゲ
ル
に
は
電
気
は
供
給

さ
れ
て
い
る
が
水
道
は
な
い
。
暖
房
器

具
も
な
く
、
冬
は
石
炭
を
燃
や
し
て
暖

を
取
る
た
め
、
大
気
汚
染
も
深
刻
化
し

て
い
る
。
取
材
に
訪
れ
た
９
月
末
は
既

に
最
低
気
温
が
氷
点
下
を
観
測
す
る
日

も
あ
り
、
ゲ
ル
の
煙
突
か
ら
は
白
い
煙

が
上
が
っ
て
い
た
。
ま
た
、
周
辺
の
道

路
は
十
分
に
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
雨

が
降
れ
ば
崩
れ
そ
う
な
急
斜
面
に
建
つ

ゲ
ル
も
見
掛
け
た
。

　
首
都
へ
の
人
口
流
入
が
加
速
す
る
契

機
と
な
っ
た
の
が
、
１
９
９
２
年
に
人

口
移
動
が
自
由
化
さ
れ
た
こ
と
だ
。
雪

害
で
家
畜
を
失
い
、
牧
畜
を
営
め
な
く

な
っ
た
地
方
の
遊
牧
民
が
、
仕
事
を
求

め
て
首
都
へ
と
流
入
し
た
。
さ
ら
に
、

こ
の
動
き
に
拍
車
を
掛
け
た
出
来
事
が

あ
る
。「
２
０
０
２
年
に
土
地
私
有
化

法
が
成
立
し
、
１
世
帯
当
た
り
７
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
れ
ば
、
ウ
ラ

ン
バ
ー
ト
ル
市
の
土
地
の
所
有
が
認
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
地
方
か
ら
や
っ
て
来
た
人
々
が

我
先
に
と
ゲ
ル
を
建
て
、
土
地
の
囲
い

込
み
を
始
め
た
の
で
す
」。
長
年
モ
ン

ゴ
ル
の
都
市
計
画
に
関
わ
る
、
株
式
会

社
ア
ル
メ
ッ
ク
V
P
I
の
長
山
勝
英
代

表
取
締
役
は
こ
う
説
明
す
る
。

　
１
９
９
８
年
に
65
万
人
だ
っ
た
ウ
ラ

ン
バ
ー
ト
ル
市
の
人
口
は
、
２
０
０
７

年
に
は
１
０
０
万
人
を
突
破
。
ゲ
ル
地

区
は
人
口
の
６
割
を
占
め
る
ま
で
に
拡

大
し
た
。
悪
化
す
る
住
環
境
や
環
境
汚

染
の
問
題
を
受
け
て
、
日
本
は
２
０
０

７
年
か
ら
同
市
の
都
市
開
発
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
策
定
を
、
２
０
１
０
年
か
ら

ま
し
た
」
と
話
す
建
設
・
都
市
開
発
省

の
ド
ン
ド
マ
・
エ
ネ
ビ
ス
さ
ん
は
、
地

域
を
用
途
別
に
区
画
す
る
「
ゾ
ー
ニ
ン

グ
」
を
よ
り
細
分
化
す
る
こ
と
を
提
案

す
る
な
ど
、
積
極
的
に
議
論
に
参
加
し

た
。
こ
う
し
て
、
２
０
１
３
年
に
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
が
国
会
で
承
認
さ
れ
、
そ

の
２
年
後
に
は
「
都
市
再
開
発
法
」
が

成
立
し
た
。

　
ゲ
ル
地
区
を
車
で
走
る
こ
と
数
分
、

ア
パ
ー
ト
が
立
ち
並
ぶ
住
宅
団
地
が
見

え
て
き
た
。「
こ
こ
は
、
私
た
ち
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

る
ア
パ
ー
ト
化
事
業
の
モ
デ
ル
地
区
の

一
つ
で
す
」
と
ア
ル
メ
ッ
ク
V
P
I
の

佐
々
木
理
恵
子
専
門
家
が
説
明
す
る
。

現
在
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
は
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
ゲ
ル
地
区
の
再

開
発
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
鍵

を
握
る
の
が
、
ゲ
ル
地
区
に
ア
パ
ー
ト

を
建
設
す
る
ア
パ
ー
ト
化
事
業
だ
。
対

象
と
な
る
住
民
は
、
各
世
帯
が
所
有
し

て
い
る
土
地
と
引
き
換
え
に
、
ア
パ
ー

ト
の
部
屋
に
住
む
こ
と
が
で
き
る
。

　
昨
年
、
ゲ
ル
か
ら
ア
パ
ー
ト
に
夫
婦

で
移
り
住
ん
だ
と
い
う
ボ
ル
フ
ー
ヘ

ン
・
ア
グ
ク
ー
ン
ツ
ォ
グ
ゾ
ル
さ
ん
の

部
屋
を
訪
ね
た
。
室
内
に
は
風
呂
や
水

洗
ト
イ
レ
が
あ
り
、
暖
房
器
具
も
備
わ

っ
て
い
る
。
日
本
に
あ
る
、
ご
く
一
般

的
な
ア
パ
ー
ト
と
ほ
ぼ
同
じ
と
い
っ
た

印
象
だ
。「
最
初
に
ア
パ
ー
ト
化
の
話

を
聞
い
た
と
き
は
、
ど
ん
な
建
物
が
で

き
る
の
か
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今

は
こ
の
暮
ら
し
に
と
て
も
満
足
し
て
い

ま
す
」と
ボ
ル
フ
ー
ヘ
ン
さ
ん
は
話
す
。

　
た
だ
当
初
は
、
も
と
も
と
所
有
し
て

い
た
ゲ
ル
の
土
地
面
積
に
対
し
て
、
ア

パ
ー
ト
の
部
屋
の
広
さ
に
不
満
が
あ
っ

た
と
い
う
ボ
ル
フ
ー
ヘ
ン
さ
ん
。
そ
こ

で
、
担
当
の
建
設
会
社
に
交
渉
し
た
結

果
、
２
部
屋
を
提
供
さ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
落
ち
着
い
た
。
実
は
こ
れ
こ
そ
が

今
後
の
課
題
だ
と
、
佐
々
木
専
門
家
は

話
す
。「
土
地
を
評
価
す
る
基
準
が
曖

昧
な
た
め
、
こ
う
し
た
不
満
を
持
つ
住

民
は
少
な
く
な
く
、
結
果
と
し
て
交
渉

上
手
な
人
が
得
を
し
て
い
る
の
で
す
。

事
業
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
た
め
に

も
、
住
民
が
納
得
で
き
る
平
等
な
仕
組

み
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

　
他
に
も
、
ゲ
ル
地
区
の
再
開
発
事
業

と
し
て
、
土
地
区
画
整
理
や
老
朽
化
ア

パ
ー
ト
の
建
て
替
え
な
ど
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
ア
パ
ー
ト
化
事
業
の
主
体
と

な
る
民
間
建
設
協
会
の
エ
ル
デ
ム
バ
ヤ

ー
ル
・
ツ
ェ
イ
ー
ン
ガ
ロ
ン
会
長
は
、

「
市
と
も
一
層
連
携
を
図
り
、
ア
パ
ー
ト

整
備
と
と
も
に
周
辺
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

も
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」と
話
す
。

　
10
月
の
合
同
調
整
委
員
会（
Ｊ
Ｃ
Ｃ
）

を
間
近
に
控
え
た
こ
の
日
、
佐
々
木
専

門
家
や
建
設
・
都
市
開
発
省
の
職
員
ら

で
、
J
C
C
で
の
報
告
内
容
な
ど
を
決

め
る
た
め
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。

J
C
C
は
、
J
I
C
A
、
建
設
・
都
市

開
発
省
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
の
３
者

に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意
思
決
定
機

関
で
、
こ
れ
ま
で
の
経
過
や
今
後
の
方

針
な
ど
を
報
告
し
て
承
認
を
得
る
重
要

な
場
だ
。

　「
今
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
に
は
と

に
か
く
お
金
が
な
い
ん
で
す
」。
打
ち

合
わ
せ
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
が

何
度
も
こ
ぼ
れ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
の
輸
出

の
８
割
を
占
め
る
鉱
物
価
格
の
下
落

や
、
最
大
の
貿
易
相
手
で
あ
る
中
国
経

済
の
低
迷
に
よ
っ
て
、
こ
の
数
年
で
ウ

ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
の
財
政
は
劇
的
に
悪

化
し
て
い
る
の
だ
。

　
一
方
、
今
年
６
月
の
選
挙
で
、
モ
ン

ゴ
ル
で
は
そ
れ
ま
で
野
党
だ
っ
た
人
民

党
に
政
権
が
交
代
。今
回
の
J
C
C
は
、

そ
の
後
初
め
て
の
開
催
と
な
る
た
め
、

ゲ
ル
地
区
再
開
発
を
は
じ
め
と
す
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
重
要
性
を
新
政
権
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
機
会
と
な
る
。
こ

う
し
た
状
況
を
受
け
て
、
打
ち
合
わ
せ

で
は
、「
少
な
い
予
算
で
ど
う
事
業
を

進
め
て
い
く
べ
き
か
、
J
C
C
ま
で
に

整
理
す
る
べ
き
」「
こ
れ
ま
で
の
成
果

を
何
か
目
に
見
え
る
形
で
示
す
こ
と
が

重
要
だ
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
た
。

　
も
う
一
人
、
市
の
財
政
難
に
頭
を
抱

え
て
い
る
の
が
、
一
般
財
団
法
人
日
本

開
発
構
想
研
究
所
の
大
場
悟
専
門
家

だ
。
大
場
専
門
家
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
の
承
認
を
受
け
て
、
２
０
１
６
年
か

ら
２
０
２
０
年
ま
で
の
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト

ル
市
の
実
施
計
画
の
策
定
を
支
援
し
て

き
た
が
、
こ
こ
に
き
て
難
し
い
局
面
に

立
た
さ
れ
て
い
る
。「
実
施
計
画
は
今

年
３
月
に
閣
議
承
認
さ
れ
ま
し
た
が
、

市
の
財
政
状
況
が
想
定
外
に
悪
化
し
て

い
る
た
め
、
計
画
の
見
直
し
を
迫
ら
れ

て
い
る
の
で
す
」

　
大
場
専
門
家
と
二
人
三
脚
で
取
り
組

ん
で
き
た
の
が
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市

戦
略
政
策
計
画
室
の
バ
ヤ
ル
バ
ー
ト

ル
・
サ
ン
ダ
グ
ド
ル
ジ
ー
室
長
だ
。
バ

ヤ
ル
バ
ー
ト
ル
室
長
は
、
１
９
９
５
年

に
東
京
都
の
亜
細
亜
大
学
大
学
院
に
留

学
し
、
修
了
後
は
そ
の
ま
ま
日
本
企
業

に
就
職
。
通
算
10
年
以
上
を
日
本
で
過

ご
し
た
、日
本
の
良
き
理
解
者
だ
。「
昨

年
は
、
東
京
都
と
横
浜
市
で
実
施
さ
れ

た
都
市
計
画
の
研
修
に
も
参
加
し
ま
し

た
。
日
本
の
大
都
市
の
計
画
の
立
て
方

や
、
行
政
の
企
画
担
当
部
署
の
役
割
が

よ
く
分
か
り
ま
し
た
」
と
バ
ヤ
ル
バ
ー

ト
ル
室
長
は
振
り
返
る
。

　
ま
た
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
と
同
じ

よ
う
な
人
口
規
模
や
立
地
環
境
に
あ
る

札
幌
市
か
ら
も
短
期
専
門
家
が
派
遣
さ

れ
、
札
幌
市
の
実
施
計
画
を
参
考
に
し

な
が
ら
計
画
作
り
を
進
め
て
い
っ
た
。

こ
う
し
て
完
成
し
た
「
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト

ル
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
施
計
画
」
に

は
、
ゲ
ル
地
区
再
開
発
の
他
に
も
、
総

合
医
療
施
設
の
充
実
や
、
ご
み
処
理
・

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
、
公
共
交
通
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
な
ど
、
幅
広
い
分
野
に
関

す
る
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
た
。し
か
し
、

今
後
は
市
の
財
政
状
況
に
応
じ
て
、
よ

り
厳
密
に
優
先
順
位
を
付
け
て
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
。

　
ア
ル
メ
ッ
ク
V
P
I
の
長
山
さ
ん
は
、

今
後
の
課
題
と
し
て
低
所
得
者
向
け
の

住
宅
政
策
を
挙
げ
る
。「
中
間
層
の
人
々

は
銀
行
か
ら
お
金
を
借
り
る
こ
と
が
で

き
ま
す
が
、
金
融
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な

い
人
や
、
資
産
を
持
て
な
い
人
に
対
し

て
ど
の
よ
う
に
住
宅
を
供
給
す
る
の
か

と
い
う
点
は
、
重
要
な
政
策
議
論
と
な

る
で
し
ょ
う
」

　
低
所
得
者
層
の
約
６
割
が
ゲ
ル
地
区

で
生
活
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
ウ
ラ
ン

バ
ー
ト
ル
市
。
ア
パ
ー
ト
に
住
み
た
く

ゲ
ル
地
区
に
山
積
す
る
問
題

都
市
計
画
か
ら
街
を
変
え
る

進
む
ア
パ
ー
ト
建
設

〝
ご
ね
得
〞の
実
態
も

「
と
に
か
く
お
金
が
な
い
」

難
局
を
ど
う
乗
り
越
え
る
の
か

住
民
の
現
状
を
把
握
し
て

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
街
へ

特集 都市開発マスタープラン
街と人の未来を描く

切
だ
と
思
い
ま
す
」
と
サ
ル
ナ
イ
副
社

長
は
話
す
。

　
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
を
ど
の
よ
う
な

都
市
に
し
て
い
き
た
い
か
―
―
。
私
が

投
げ
掛
け
た
こ
の
質
問
に
対
し
て
、
建

設
・
都
市
開
発
省
の
ベ
ル
グ
サ
イ
ハ
ン
・

ダ
グ
ワ
ド
ル
ジ
さ
ん
は
こ
う
答
え
た
。

「
い
つ
か
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
で

き
る
よ
う
な
立
派
な
都
市
を
目
指
し
て

い
ま
す
」

　
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
都
市
問
題
に

対
し
て
、
日
本
と
モ
ン
ゴ
ル
が
手
を
取

り
合
い
立
ち
向
か
っ
て
い
る
。
変
わ
り

つ
つ
あ
る
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
の
姿

を
、
こ
れ
か
ら
先
も
こ
の
目
で
見
届
け

た
い
と
思
う
。（

編
集
部
　
中
森
雅
人
）

特集 都市開発マスタープラン
街と人の未来を描く

て
も
ロ
ー
ン
を
組
め
な

い
人
も
い
る
。
こ
う
し

た
中
、
低
所
得
者
向
け

の
住
宅
政
策
を
強
化
す

る
た
め
に
、
昨
年
８
月
、

市
の
外
郭
団
体
と
し
て

住
宅
関
係
業
務
を
扱
う

「
首
都
住
宅
公
社
（
Ｎ
Ｏ

Ｓ
Ｋ
）」が
設
立
さ
れ
た
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｋ
の
サ
ル
ナ
イ
・

バ
ッ
ト
ト
ル
ガ
副
社
長

は
、
居
住
環
境
の
整
備

と
産
業
の
創
出
を
一
体

化
し
た
〝
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
〞
の
構
想
を
練
っ
て

い
る
と
話
す
。「
例
え
ば
、

空
港
の
近
く
に
土
産
品

の
開
発
や
販
売
に
関
す

る
ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
、
さ
ら
に
そ
こ

に
ア
パ
ー
ト
が
整
備
さ
れ
た
ら
、
低
所

得
者
で
も
働
き
な
が
ら
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
街
に
な
る
と
思
う
の
で
す
」。

今
後
は
市
内
の
５
カ
所
で
、
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
構
想
の
実
現
可
能
性
に
つ
い
て
調

査
す
る
予
定
だ
と
い
う
。

　
ま
た
、
N
O
S
K
は
ゲ
ル
地
区
で
暮

ら
す
低
所
得
者
層
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
調

査
も
行
っ
て
い
る
。「
多
く
の
人
が
ア

パ
ー
ト
に
移
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
ま

す
が
、
中
に
は
、
今
の
土
地
で
野
菜
を

栽
培
し
た
り
、
車
の
修
理
な
ど
の
事
業

を
営
ん
だ
り
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

ま
ず
は
住
民
の
現
状
を
よ
く
理
解
し
た

上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
や
住
民
に
と

っ
て
最
適
な
方
法
を
考
え
る
こ
と
が
大

関
連
す
る
法
制
度
の
整
備
を
支
援
し
て

き
た
。「
私
が
大
切
に
し
て
き
た
の
は
、

〝
黙
る
〞
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
日

本
の
専
門
家
か
ら
の
提
案
は
で
き
る
だ

け
控
え
、
モ
ン
ゴ
ル
側
の
職
員
が
主
体

と
な
っ
て
進
め
な
け
れ
ば
、
現
地
の
社

会
に
根
付
か
な
い
と
考
え
た
か
ら
で

す
」
と
長
山
さ
ん
は
話
す
。
長
山
さ
ん

ら
と
活
動
を
共
に
し
て
き
た
ウ
ラ
ン
バ

ー
ト
ル
市
都
市
計
画
建
築
デ
ザ
イ
ン
研

究
所
の
ナ
ラ
ン
ゲ
レ
ル
・
ゴ
ト
ブ
さ
ん

は
、「
開
発
戦
略
、
調
査
、
法
整
備
、
人

材
育
成
と
い
う
よ
う
に
、
物
事
を
段
階

的
に
進
め
る
こ
と
の
大
切
さ
を
専
門
家

か
ら
学
び
ま
し
た
」
と
振
り
返
る
。

　
交
通
、
環
境
、
防
災
な
ど
、
多
角
的

な
視
点
か
ら
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
考
察

す
る
た
め
、
国
の
建
設
・
都
市
開
発
省

と
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
の
関
係
部
署
で

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
現
状

や
課
題
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
た
。「
計

画
の
策
定
や
住
民
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な

ど
、
全
て
国
と
市
が
協
力
し
て
実
施
し

無
秩
序
な
都
市
の
拡
大
や
環
境
汚
染
に
悩
む
、
モ
ン
ゴ
ル
の
首
都
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
。

日
本
は
約
10
年
前
か
ら
、
同
市
の
都
市
開
発
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
に
協
力
し
て
き
た
。

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
承
認
さ
れ
た
今
、
専
門
家
た
ち
が
抱
く
思
い
は
、〝
計
画
が
で
き
た
ら
終
わ
り
で
は
な
い
〞。

そ
の
先
の
、
計
画
の
実
現
性
を
高
め
る
た
め
の
協
力
に
迫
っ
た
。

住
民
に
最
適
な
暮
ら
し
を 

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
そ
の
先
へ

ゲル地区再開発に向けた
アパート化事業のモデル地
区。敷地内には、楽しそうに
遊ぶ家族連れの姿があった

アパートでは水道が利用でき、「暮らしが便利になった」と話すボルフーヘンさん

ウランバートル市の中心部
から車で30分ほどの郊外ま
で出ると、伝統的な遊牧民
の生活を見ることができる

山の斜面に、ゲルやバイシンと呼ば
れる一戸建てが立ち並ぶゲル地区。
深刻な大気汚染により、街の中心部
は真っ白なスモッグに包まれている

Mongolia
From

モンゴル

アパートの近くでは幼稚園や小学校の建設も進んでいる。この幼稚園には250
人の子どもたちが通っている

10月のJCC開催に向けた打ち合わせ。建
設・都市開発省からは、ドンドマさん（右奥）
とベルグサイハンさん（左奥）が出席した

マスタープランに基づいて、日本が無償資金協力を通じて
建設を支援した高架橋「太陽橋」。物流の効率化や交通
渋滞の緩和につながっている

これまでのプロジェクト
では、子どもたちに街
づくりの大切さについ
て理解してもらうため
の絵本『街の伝説』も
作成された

ウランバートル市

実施計画の今後の方向性について議論する大場専門家（左）とバヤル
バートル室長（右）
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ナイロビ
国立公園

ジョモ・ケニヤッタ
国際空港

1
2

3

4

5

6

7

レイルウェイシティ開発

モノレール環状線

イーストランズ開発事業

副都心開発

幹線道路の拡幅

道路整備

定
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
専
門
家
と
し
て
副

総
括
を
務
め
た
。
そ
れ
以
前
に
も
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
で
都

市
・
地
域
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
支
援

し
た
経
験
を
持
つ
。

　
ナ
イ
ロ
ビ
で
特
に
問
題
と
な
っ
て
い

た
の
は
道
路
だ
っ
た
。
商
業
地
域
や
行

政
機
関
の
一
極
集
中
が
原
因
で
、
中
心

街
に
重
度
の
交
通
渋
滞
が
生
じ
て
い
た

タ
ー
プ
ラ
ン
作
り
の
焦
点
と
な
っ
た
。

　
ケ
ニ
ア
の
首
都
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
東
ア
フ
リ
カ
の
中
心
地
と
し
て
魅

力
的
な
街
を
―
―
。
そ
れ
が
ナ
イ
ロ
ビ

市
職
員
が
ま
ず
描
い
た
ナ
イ
ロ
ビ
の
将

来
像
だ
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
現

状
分
析
、
開
発
ビ
ジ
ョ
ン
の
提
案
、
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
提
案
の
順
で
進
め
ら

れ
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
全
体
を
通
し
て
、

ナ
イ
ロ
ビ
市
を
は
じ
め
と
す
る
現
地
側

の
積
極
的
な
参
加
を
軸
に
据
え
た
。

　
土
地
利
用
や
都
市
交
通
な
ど
の
６
つ

の
分
野
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
人

専
門
家
と
ナ
イ
ロ
ビ
市
の
職
員
や
大
学

教
授
、
N
G
O
な
ど
で
構
成
す
る
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
課
題
や
解

決
策
を
議
論
。「
そ
の
後
、
ナ
イ
ロ
ビ

市
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
と
な
る
ビ
ジ

ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
は

時
間
が
か
か
り
ま
し
た
」
と
渡
辺
さ
ん
。

　「
と
も
す
る
と
、〝
環
境
に
や
さ
し
い

街
〞
な
ど
、
ど
の
都
市
に
も
あ
て
は
ま

る
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て
し
ま
う
の

で
、
ナ
イ
ロ
ビ
市
の
特
徴
が
出
る
ビ
ジ

ョ
ン
の
策
定
を
意
識
す
る
よ
う
に
伝
え

ま
し
た
。
す
る
と
、
中
心
街
で
は
人
々

が
よ
く
歩
く
こ
と
か
ら
、〝
歩
行
者
に

配
慮
し
た
街
〞
と
い
っ
た
ナ
イ
ロ
ビ
な

ら
で
は
の
意
見
が
出
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」

　
一
方
的
に
計
画
を
作
っ
て
引
き
渡
す

の
で
は
な
く
、
現
状
分
析
か
ら
具
体
的

な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
り
ま
で
二
人
三

脚
で
実
施
す
る
支
援
の
姿
勢
は
、
日
本

の
協
力
の
強
み
だ
。

　
今
回
の
取
り
組
み
で
も
う
一
つ
ポ
イ

ン
ト
と
な
っ
た
の
は
、
住
民
説
明
会
の

実
施
だ
。
ケ
ニ
ア
で
は
、
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
計
画
の
策

定
段
階
で
複
数
の
案
を
用
意
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
環
境
へ
の
影
響
を
比
較
評
価
す

る
こ
と
と
、
計
画
関
連
の
情
報
を
住
民

や
関
係
者
に
開
示
し
て
意
見
を
収
集
す

る
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
作
り
の
開
始
時
期
、
中
間

期
、
草
案
策
定
期
の
３
回
に
分
け
て
、

計
90
回
以
上
、
住
民
説
明
会
を
行
っ
た

の
だ
。

　
対
象
は
、
ナ
イ
ロ
ビ
市
の
９
つ
の
地

区
の
一
般
住
民
や
自
治
会
の
代
表
者
な

ど
。
ポ
ス
タ
ー
や
新
聞
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
事
前
に
周
知
し
た
こ
と

で
、
１
回
の
説
明
会
で
多
い
と
き
に
は

１
０
０
人
ほ
ど
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

　
説
明
会
は
ナ
イ
ロ
ビ
市
の
職
員
が
主

導
し
、
渡
辺
さ
ん
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
は
サ
ポ
ー
ト
に
徹
し
た
。「
住
民

の
意
見
に
は
、
自
分
の
家
の
裏
の
道
路

を
整
備
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
個
別
の

問
題
へ
の
対
応
を
求
め
る
も
の
が
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
市
の
職
員
は
、

一
本
の
道
路
だ
け
で
な
く
、
街
全
体
を

見
据
え
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作
り
を
目

指
し
て
い
る
こ
と
を
丁
寧
に
説
明
し
て

い
ま
し
た
」と
渡
辺
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
当
初
は
、
市
の
職
員
ら
と
の
関
係
構

築
に
苦
戦
し
た
が
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
常
に
〝
協
働
〞
を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し

た
こ
と
で
、
互
い
に
意
見
を
持
ち
寄
り

な
が
ら
よ
り
良
い
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
作

り
を
目
指
す
信
頼
関
係
が
生
ま
れ
た
と

い
う
。
12
年
に
ケ
ニ
ア
で
地
方
分
権
法

が
施
行
さ
れ
、
自
治
体
が
都
市
計
画
を

担
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
、
市
側
の

当
事
者
意
識
を
高
め
る
一
因
と
な
っ

た
。

　
こ
う
し
て
策
定
さ
れ
た
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
は
、
ナ
イ
ロ
ビ
市
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
中
心
街
の
問
題
を
解
消
し
つ

つ
、
郊
外
の
健
全
な
開
発
を
目
指
す
た

め
の
知
恵
が
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
郊
外
に
副
都
心
を
つ
く
り
、
各

副
都
心
間
の
交
通
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す

る
こ
と
で
一
極
集
中
を
緩
和
す
る
。
道

路
を
つ
く
る
際
は
、
歩
道
も
使
い
や
す

の
だ
。
ま
た
、
市
の
中
央
を
貫
く
幹
線

道
路
が
街
を
東
西
に
分
断
し
、
自
動
車

に
よ
る
東
西
の
行
き
来
を
困
難
に
し
て

い
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
道
路
は
国
際
港

で
あ
る
モ
ン
バ
サ
港
や
隣
国
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
る
た
め
、
中
心
街
に
乗
用
車

と
物
流
の
ト
ラ
ッ
ク
が
混
在
し
て
い
た

こ
と
も
渋
滞
を
悪
化
さ
せ
る
原
因
と
な

っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
解
決
が
市
の
マ
ス

オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
は
ナ
イ
ロ
ビ
市

住
民
と
共
に
街
を
つ
く
る

い
よ
う
に
整
備
す
る
と
い
っ
た
点
も
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
引
き
出
さ
れ
た

独
自
の
視
点
だ
。

　
現
在
は
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
の
っ

と
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
動
き
出
し

つ
つ
あ
る
。
今
年
４
月
か
ら
は
長
期
専

門
家
と
し
て
長
谷
川
真
紀
さ
ん
が
ナ
イ

ロ
ビ
市
役
所
に
常
駐
し
、
優
先
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
詳
細
検
討
や
関
係
機
関
と
の

調
整
な
ど
の
た
め
、
市
の
職
員
と
一
緒

に
日
々
現
場
を
駆
け
回
っ
て
い
る
。

　
渡
辺
さ
ん
が
ナ
イ
ロ
ビ
市
の
職
員
ら

と
描
い
た
青
写
真
は
一
歩
ず
つ
実
現
に

向
か
っ
て
い
る
。

特集 都市開発マスタープラン
街と人の未来を描く

プロジェクトで設定したナイロビ市の都市開発の
ビジョンは、“地域の統合と持続可能な開発に向
けた象徴的でグローバルに魅力的な都市”。国
の開発方針も踏まえた事業が進められている ナイロビ市職員と住宅地域の拡大状況を確認する

長谷川専門家。この地域は川沿いで、過去には洪
水が発生している。川から一定の距離をとって建
物を建設する必要があることなどを確認し合った 

ワーキンググループで、ケニアの都市に関連する制度面のレビューを行う
渡辺専門家（左）。プロジェクトオフィスがナイロビ市役所内に設置された
ことで、いつでも話し合える環境があった

利害関係者に向けて開かれた説明会の会場とマスタープランのポスター。市民への説明会
では、多くの人が興味深げにパネルに目を通し、ナイロビ市職員の説明に耳を傾けた

新規埋立処分場の整備

ナイロビ市の中心にある
公園。奥には、ビルの立
ち並ぶ中心街が見える。
ナイロビ市のシンボルで
あり、誇りでもある

ナイロビ市

　
　
　
　
　
　
　

　
ケ
ニ
ア
の
首
都
ナ
イ
ロ
ビ
市
は
、
東

京
都
の
お
よ
そ
３
分
の
１
の
面
積
に
約

４
０
０
万
人
が
暮
ら
す
、
同
国
最
大
の

都
市
だ
。
市
の
中
心
部
に
は
政
府
機
関

や
国
際
機
関
、
オ
フ
ィ
ス
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
な
ど
が
集
ま
る
街
並
み
が

あ
り
、
南
側
に
は
ラ
イ
オ
ン
や
シ
マ
ウ

マ
、
キ
リ
ン
な
ど
が
生
息
す
る
国
立
公

園
が
広
が
る
。
西
側
は
、
住
宅
街
の
中

に
商
業
施
設
が
点
在
し
て
い
る
。
市
内

に
は
、
東
ア
フ
リ
カ
地
域
で
最
大
の
国

際
空
港
で
あ
る
ジ
ョ
モ
・
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ

空
港
が
あ
り
、
ナ
イ
ロ
ビ
は
周
辺
諸
国

の
中
心
的
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

　 

東
ア
フ
リ
カ
の
最
大
都
市
に
成
長

し
た
ナ
イ
ロ
ビ
だ
が
、
急
速
な
都
市
化

の
陰
で
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て
い

た
。「
ナ
イ
ロ
ビ
市
で
は
都
市
計
画
が

重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
低
く
、
予

算
や
制
度
も
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
１

９
７
３
年
以
来
、
都
市
計
画
が
更
新
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
ん
で
す
。
そ
の
た
め
、

無
秩
序
な
都
市
の
拡
大
が
進
ん
で
交
通

渋
滞
が
発
生
し
た
り
、
上
水
や
廃
棄
物

処
理
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
が
不
足
し
て

い
た
り
と
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
が
起
き
て

い
ま
し
た
」。
そ
う
話
す
の
は
、
日
本

工
営
株
式
会
社
開
発
計
画
部
の
渡
辺
昭

文
さ
ん
だ
。

　
渡
辺
さ
ん
は
、
２
０
１
２
年
か
ら
２

年
間
、
J
I
C
A
が
実
施
す
る
ナ
イ
ロ

ビ
市
の
都
市
開
発
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策

ビ
ジ
ネ
ス
と
野
生
動
物
の
街

一
極
集
中
の
解
消
が
焦
点
に

ケニアの首都ナイロビ市は、近代都市と大自然を持ち、ビジネスと観光の両面で
世界中から人々を集めている。しかし、都市機能の一極集中や無秩序な開発により
さまざまな問題を抱えていた。ナイロビ市が目指すべき将来のかたちとは――。

日本が支援する市のマスタープラン作りを追った。

東アフリカ最大都市の未来を描く

Kenya
From

ケニア
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プノンペン

 

　「
メ
コ
ン
川
な
ど
が
東
側
に
位
置
し

て
い
る
た
め
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
は
よ
り

開
け
た
西
側
に
広
が
っ
て
き
ま
し
た
」

と
説
明
す
る
の
は
、
長
年
に
わ
た
り
カ

ン
ボ
ジ
ア
の
交
通
整
備
計
画
に
関
わ
っ

て
き
た
株
式
会
社
メ
ッ
ツ
研
究
所
の
古

藤
政
人
さ
ん
だ
。「
近
年
は
、
環
状
道

路
や
橋
の
整
備
な
ど
の
お
か
げ
で
、
北

部
や
南
部
で
も
開
発
が
始
ま
り
つ
つ
あ

り
ま
す
が
、
ま
だ
西
側
ほ
ど
は
街
が
広

が
っ
て
い
ま
せ
ん
」

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
主
要
な
幹
線
道
路

れ
と
並
行
し
て
公
共
交
通
機
関
と
し
て

の
バ
ス
導
入
や
、
交
差
点
改
良
な
ど
の

交
通
管
理
、
運
転
免
許
や
取
り
締
ま
り

制
度
の
確
立
、
交
通
人
材
の
育
成
な
ど

の
計
画
も
盛
り
込
ま
れ
た
。
当
時
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
か
ら
関
わ
っ
て
き

た
古
藤
さ
ん
は
公
共
交
通
の
重
要
性
に

着
目
し
、
市
営
バ
ス
の
運
行
実
験
を
行

う
な
ど
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
交
通
状
況
改

善
に
取
り
組
ん
で
き
た
。「
２
０
０
０

年
代
の
プ
ノ
ン
ペ
ン
は
公
共
交
通
が
普

及
し
な
い
ま
ま
車
や
バ
イ
ク
が
増
加

し
、
渋
滞
が
深
刻
化
す
る
と
同
時
に
、

交
通
事
故
が
増
え
る
と
い
う
問
題
を
抱

え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
07
年
か
ら

交
通
安
全
に
主
軸
を
置
い
た
技
術
協
力

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
、
プ
ノ
ン
ペ

ン
市
公
共
事
業
運
輸
局
や
交
通
警
察
と

共
に
、
渋
滞
や
交
通
事
故
を
減
ら
し
て

安
全
で
快
適
な
街
を
つ
く
る
こ
と
に
取

り
組
ん
で
き
た
の
で
す
」

　
信
号
が
あ
っ
て
も
、
守
ら
な
け
れ
ば

意
味
が
な
い
。
危
険
な
事
故
を
防
ぐ
た

め
、
車
や
バ
イ
ク
を
運
転
す
る
人
た
ち

を
対
象
と
し
た
交
通
安
全
教
育
に
力
を

入
れ
、
長
い
時
間
を
か
け
て
利
用
者
の

メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
を
変
え
て
い
く
取
り

組
み
が
続
い
た
。

　
深
刻
化
す
る
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
交
通
事

情
を
踏
ま
え
て
、
新
た
に
策
定
さ
れ
た

の
が
、
２
０
１
４
年
版
の
交
通
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
だ
。
特
徴
は
、
目
指
す
未
来

像
か
ら
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
導
き
出

す
〝
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
〞

と
い
う
手
法
で
作
ら
れ
た
こ
と
。

古
藤
さ
ん
は
「
高
度
経
済
成
長
期

に
日
本
が
手
掛
け
た
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
長
実
績

を
基
に
将
来
を
予
測
し
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
計
画
を
立
て
る
〝
フ
ォ

ー
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
〞
と
い
う
手

法
で
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
」
と
話

す
。
し
か
し
、
環
境
問
題
が
深
刻

化
し
、
未
来
予
測
が
難
し
い
現
在
、

昔
と
同
じ
計
画
の
立
て
方
は
現
実

に
そ
ぐ
わ
な
い
。
そ
こ
で
プ
ノ
ン

ペ
ン
の
場
合
、
古
藤
さ
ん
た
ち
は

関
係
者
と
協
議
を
繰
り
返
し
、
住

民
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
積
み

重
ね
、
持
続
可
能
な
都
市
と
し
て

の
未
来
を
想
定
。公
共
交
通
利
用
率
を

２
０
１
２
年
の
ゼ
ロ
か
ら
35
年
に
３
割

に
す
る
目
標
を
立
て
た
。

　
人
や
建
物
が
密
集
す
る
都
会
で
は
、

道
路
に
使
え
る
空
間
に
は
限
界
が
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
渋
滞
な
く
ス
ム
ー

ズ
に
人
や
車
が
移
動
で
き
る
環
境
を
作

る
た
め
に
は
、
公
共
交
通
機
関
の
活
用

が
鍵
に
な
る
の
だ
。
東
京
で
も
５
割
程

度
と
考
え
る
と
利
用
率
３
割
と
い
う
数

字
は
野
心
的
に
見
え
る
が
、
今
の
プ
ノ

ン
ペ
ン
に
は
存
在
し
な
い
都
市
鉄
道
の

よ
う
な
軌
道
系
が
開
通
し
た
ら
、
ど
の

よ
う
な
と
き
に
利
用
し
て
も
ら
え
る
か

な
ど
、
仮
想
的
な
条
件
下
で
利
用
者
の

意
識
を
尋
ね
る
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て

設
定
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

　「
環
境
や
財
政
的
な
制
約
の
中
で
、
都

市
の
活
力
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
市

民
を
含
め
た
関
係
者
全
員
が
力
を
合
わ

せ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と

説
明
す
る
古
藤
さ
ん
。
実
際
に
、
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
作
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、

政
府
・
地
方
行
政
機
関
や
交
通
警
察
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学
生
や
民
間
企
業
、

一
般
市
民
な
ど
、
多
種
多
様
だ
。
そ
の

一
方
で
、
関
係
者
の
中
に
も
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
作
り
は
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
実
行
す

る
の
は
上
層
部
の
役
割
と
考
え
、
自
分

た
ち
が
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
べ
き

仕
事
だ
と
認
識
し
て
い
な
い
人
も
多
い

と
い
う
。
大
学
で
も
都
市
計
画
を
扱
う

講
座
は
少
な
い
。
次
世
代
の
担
い
手
育

成
に
向
け
て
、
教
育
面
の
拡
充
が
欠
か

せ
な
い
。

の
整
備
・
改
良
が
終
わ
り
、
ベ
ト
ナ
ム

の
ホ
ー
チ
ミ
ン
か
ら
プ
ノ
ン
ペ
ン
を
経

由
し
て
、
タ
イ
の
首
都
バ
ン
コ
ク
ま
で

を
結
ぶ
国
際
回
廊
も
完
成
し
た
。

　
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
は
、
日
本
の
協
力
に

よ
り
作
成
さ
れ
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
の
本
格
的
な

整
備
が
２
０
０
１
年
に
始
ま
っ
た
。
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
当
初
の
狙
い
は
、
激

し
い
内
戦
を
経
て
疲
弊
し
た
都
市
の
交

通
イ
ン
フ
ラ
の
骨
格
整
備
だ
。
主
な
対

象
は
郊
外
の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
そ

未
来
の
都
市
の
姿
を
描
く

新
た
な
公
共
交
通
計
画

　
新
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
で
最
優
先

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
軌
道
系
公
共
交

通
シ
ス
テ
ム
の
整
備
だ
。
車
両
基
地
用

地
の
確
保
に
め
ど
が
付
き
、
い
よ
い
よ

こ
れ
か
ら
軌
道
系
整
備
に
向
け
た
準
備

調
査
が
始
ま
る
。
そ
れ
と
並
行
し
て
提

案
し
た
短
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
、
都

心
部
の
信
号
整
備
と
公
共
バ
ス
シ
ス
テ

ム
の
構
築
な
ど
は
日
本
の
協
力
で
既
に

始
ま
っ
て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
終
了

ま
で
に
、
こ
れ
ら
の
公
共
交
通
機
関
を

プ
ノ
ン
ペ
ン
に
根
付
か
せ
、
道
路
利
用

者
の
交
通
安
全
教
育
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

　
長
年
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
見
守
っ
て
き

た
古
藤
さ
ん
。「
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
発
展

に
は
地
方
部
の
貧
困
削
減
と
、
首
都
の

活
性
化
の
両
者
が
欠
か
せ
な
い
」
と
の

考
え
か
ら
、
来
年
度
は
、
プ
ノ
ン
ペ
ン

の
み
な
ら
ず
地
方
部
の
交
通
安
全
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
も
参
加
す
る
予
定
だ
。
今

は
亡
き
古
藤
さ
ん
の
妻
も
カ
ン
ボ
ジ
ア

が
大
好
き
で
、
最
後
の
夫
婦
旅
行
で
は

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
を
訪
れ
た
。
そ
の

ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
も
、
近
年
は
車
の

排
気
ガ
ス
の
悪
影
響
を
被
っ
て
い
る
と

い
う
。
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
が
あ
る
カ

ン
ボ
ジ
ア
第
二
の
都
市
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ

プ
市
で
環
境
に
優
し
い
交
通
管
理
計
画

を
立
案
す
る
の
が
、
古
藤
さ
ん
の
次
の

目
標
だ
。

　
交
通
環
境
を
改
善
し
、
街
を
活
性
化

し
、
若
い
世
代
の
専
門
家
を
育
て
る

―
―
古
藤
さ
ん
は
胸
の
内
に
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
未
来
地
図
を
描
い
て
い
る
。

特集 都市開発マスタープラン
街と人の未来を描く

市の中心部では渋滞が深刻化
している。かといって、道を広げ、
交通量を増やすには限界があ
る。公共交通機関の出番だ

現地関係者との会議。使える
土地や予算が限られる中では、
多くの人たちとの話し合いやコ
ンセンサスの構築が不可欠だ
（一番左が古藤さん）

マスタープラン作成に当たって行われた、路上駐車対策と一方通行・歩道整
備の社会実験。プノンペン市公共事業局の副局長など、現地の若手リーダー
が沿道住民との調整に尽力して実現。学生ボランティア（写真左）も協力した

市内バスの運行実験初日。特
に、若い世代は公共交通機関
に大きな期待を寄せている

　
　
　
　
　
　
　

　
１
８
０
万
超
の
人
口
を
擁
す
る
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
。
メ
コ
ン

川
、
ト
ン
レ
サ
ッ
プ
川
、
ト
ン
レ
バ
サ

ッ
ク
川
の
合
流
点
に
位
置
し
、
古
く
か

ら
水
運
の
要
所
と
し
て
栄
え
て
き
た
。

優
れ
た
立
地
の
都
市
だ
が
、
車
を
は
じ

め
と
す
る
陸
運
の
重
要
性
が
増
し
た
今

日
に
お
い
て
、
川
の
存
在
は
逆
に
足
か

せ
と
な
っ
て
い
る
。

川
が
見
守
る
王
の
都

新
た
な
課
題
は
市
内
交
通

経
済
発
展
著
し
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
。

社
会
の
移
り
変
わ
り
は
、
必
要
と
さ
れ
る
イ
ン
フ
ラ
の
変
化
も
意
味
す
る
。

首
都
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
発
展
に
寄
り
添
い
、
未
来
を
描
く
交
通
計
画
を
追
っ
た
。

復
興
か
ら
発
展
へ

交
通
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
変
遷

プノンペンで交通量が特に多い道の一つ、
ロシア通り。市内から西側に伸びるこの通
りに沿って、市街化が進んでいる

Cambodia
From

カンボジア
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防災の視点から

災害に強い都市交通を整備する

ネ

応急復旧工事を実施したKB道路

パールの首都カトマンズがあるカトマンズ盆地の人口
は、内戦から逃れようとする人々の流入もあり、1991

年の106万人から2011年には250万人と急増した。ネパール
政府としての盆地全体の開発の方向性が定まっていないた
め、交通インフラが整備されないまま都市が無秩序に拡大
し、交通渋滞や環境汚染の悪化を招いている。
　日本は1993年にカトマンズ盆地の都市交通マスタープラン
の策定を支援したが、策定当時から社会経済状況が変化して
いるため、2014年に新しい総合都市交通マスタープランの策
定を目的としたプロジェクトが始まった。
　プロジェクト進行中の昨年４月、マグニチュード7.8の地震が
ネパールを襲った。マスタープランの土地利用計画や道路・公
共交通計画などはほぼ完成していたが、震災を踏まえて、災
害に備える力や災害から立ち直る力を兼ね備えた「レジリエン
ト」な交通体系を導入するため、マスタープラン全体の見直し
を行うことになった。
　カトマンズ盆地では液状化の危険性が指摘されており、中
長期的に危険地域の土地利用を転換する必要性が生じてい
るため、災害時のリスクを考慮して土地利用計画の見直しを
進めている。また、多くの橋が被害を受けたことを踏まえて、

「カトマンズ盆地にお
ける地震災害リスクア
セスメントプロジェク
ト」では、橋の構造や
被害状況を調査して危
険度を評価している。
今後はこの結果を基
に、橋の落下による交
通遮断リスクを踏まえ
た計画の見直しを行う
ほか、震災発生時の緊急車両の通行や物資の運搬などのルー
トを定めた緊急輸送道路網の提案を行う予定だ。
　さらに、盆地内の主要道路であるカトマンズ～バクタプル
間道路（KB道路）に亀裂や段差が生じたため、約600メート
ルにわたり応急復旧工事を実施。今後は、再び地震が発生し
た際の被害を最小限にするため、日本の知見を生かしたKB道
路の耐震性強化設計を行う予定で、学術関係者と情報交換を
しながら調査が進められている。設計ノウハウを他の道路に
も応用し、カトマンズ盆地全体の道路耐震性の強化につなげ
る狙いもある。

カトマンズ盆地中心部の交差点。警察による交通
整理が行われるも慢性的な渋滞が発生している

沿岸都市と内陸を結ぶ発展の輪

人

トーゴの首都ロメと内陸国ブルキナファソの首都ワガドゥグを結ぶ道。人口の8割が農業に携わるブルキナファソにとって、交易の活性化は今後の成長に不可欠だ

口が３億人を超え、高い経済成長を見せる西アフリカ
地域。しかし、人口と経済活動が集中するギニア湾沿

岸に比べて、内陸部の開発が進まないことが、地域全体の発
展の重しとなっている。原因の一つは、植民地時代に整備さ
れたインフラが、天然資源を欧米に輸出するために設計され
ていたことだ。一部の輸出ポテンシャルに優れた国や都市だ
けが成長するのではなく、国全体、地域全体に経済効果を波
及させていくことが、持続的な成長には欠かせない。
　そこで進められているのが、回廊開発プロジェクトだ。中で
も西アフリカ成長リングは、ギニア湾の沿岸都市と、より内陸
の地方を結び付け、コートジボワール、ガーナ、トーゴ、ブルキ
ナファソの４カ国をまたぐ回廊（重要幹線）の開発を通じて、
地域全体の経済成長につなげる試みが進んでいる。
　成長の核となるのはアビジャン、アクラ、ロメなどの輸出港
を持つ沿岸部の大都市だ。これらの都市は経済活動の中心
地で、輸出品の加工に必要な材料や、都市に住む人たちの食
料や日用品などの一大消費地でもある。しかし、現在は食料
の多くをアフリカ外からの輸入に頼っているため、経済成長
の恩恵が地域に十分に行き渡っていない。
　沿岸都市が内陸地域からの労働力を受け入れ、内陸地域は

農産物を沿岸都市に供
給する循環が生まれれ
ば、互いのニーズを満
たしながら発展を共有
できる。そのためには、
都市部の産業育成や地
方部の農業生産性の向
上といった個々の取り
組みと同時に、内陸地
域の拠点となる都市と
沿岸都市を結ぶ回廊インフラを構築し、互いの開発ポテンシ
ャルを生かせる環境づくりが不可欠だ。
　2015年に始まった回廊開発マスタープラン策定プロジェク
トでは、かつて日本が地域間のバランスを踏まえた産業政策
と並行してインフラを構築した高度経済成長期の国土開発の
経験を基に、ギニア湾沿岸と内陸を結ぶ回廊「成長リング」の
開発ビジョンを描き、戦略的なインフラ投資によって地域全
体の産業を活性化する包摂的な開発を目指している。インフ
ラだけでなく、地方開発だけでもない。地域全体の成長に向
けて、長期的な視野での開発計画の策定が進む。

道の状態は良いが、交通量はまだ少ない。沿線都
市の発展も、地域の活性化には欠かせない

日本が世界中で支援を展開するマスタープランには、その都市の
地理的・社会的特徴などを踏まえた知恵や工夫が詰まってい
る。日本国内での経験を生かし、一歩進んだ視点を取り入れな
がらマスタープランを策定している２つの事例を紹介しよう。

from
西アフリカ

from
ネパール

特集 都市開発マスタープラン 
街と人の未来を描く

広がるマスタープラン の可能性

広域の視点から



　
谷
津
さ
ん
は
昨
年
３
月
の
退
職
を
機
に
、
自
身
の
技
術
や
知

識
を
開
発
途
上
国
で
役
立
て
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
思
い
を
後
押
し
し
た
の
が
、
東
日
本
大
震
災
で
の
経
験
だ

っ
た
。「
学
生
た
ち
と
共
に
、
被
災
地
の
仮
設
住
宅
な
ど
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
街
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
形
成
に
お
い
て
、
建
築
学
が
果
た
せ
る
役
割
の
大
き
さ
を
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
」

　
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
今
年
１
月
か
ら
谷
津
さ

ん
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
の
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
首
都
ボ
ゴ
タ
市

だ
。
標
高
２
６
０
０
メ
ー
ト
ル
の
高
地
に
位
置
し
、
年
間
を
通

じ
て
穏
や
か
な
気
候
で
過
ご
し
や
す
い
と
い
う
。
谷
津
さ
ん
は
、

同
市
の
最
南
端
に
あ
る
シ
ウ
ダ
ー
ボ
リ
バ
ル
地
区
で
、
道
路
や

公
園
の
整
備
、
そ
れ
に
住
民
の
移
転
先
と
な
る
新
た
な
住
宅
団

地
の
建
設
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
貧
困
層
が
多
い
こ
と
に

加
え
、
犯
罪
多
発
地
帯
と
し
て
も
知
ら
れ
る
同
地
区
。
半
数
近

く
が
非
合
法
に
開
発
さ
れ
た
住
宅
地
で
、
電
気
や
上
下
水
道
の

欠
如
、
ト
タ
ン
や
ベ
ニ
ヤ
と
い
っ
た
非
耐
久
素
材
に
よ
る
自
助

建
設
の
住
宅
、
土
砂
崩
れ
の
危
険
性
が
あ
る
急
斜
面
の
宅
地
造

成
な
ど
、
住
環
境
に
関
す
る
問
題
は
山
積
し
て
い
る
。

　
谷
津
さ
ん
が
配
属
さ
れ
た
の
は
、
建
築
家
、
技
術
者
、
法
律

家
の
12
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
ボ
ゴ
タ
市
住
宅
公
庫
の
都
市
計

画
部
門
。
任
務
は
、
住
宅
団
地
の
造
成
計
画
や
集
合
住
宅
の
建

築
計
画
、
現
場
監
理
に
対
し
て
助
言
を
行
う
こ
と
だ
。「
都
市
計

画
は
、
企
画
か
ら
実
施
ま
で
の
長
い
道
の
り
を
経
て
初
め
て
実

現
さ
れ
ま
す
。
予
算
が
付
か
ず
に
構
想
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
た
め
、
常
に
長
期
的
な
展
望
と
実
現

に
向
け
た
戦
略
が
要
求
さ
れ
ま
す
」
と
谷
津
さ
ん
は
話
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
ボ
ゴ
タ
市
の
場
合
に
そ
の
障
壁
と
な
る
の
が
、

職
員
の
入
れ
替
わ
り
の
早
さ
だ
。
わ
ず
か
数
カ
月
の
間
に
、
職

員
の
半
数
以
上
が
入
れ
替
わ
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
と
い
う
。

谷
津
さ
ん
は
、「
私
も
配
属
か
ら
３
カ
月
後
、
都
市
計
画
部
門
か

住
環
境
を
取
り
巻
く
問
題

長
期
的
な
視
点
で
取
り
組
む

ら
地
区
改
善
部
門
に
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
部
署
で
も

人
員
の
入
れ
替
わ
り
が
激
し
く
、
ど
こ
に
提
案
す
れ
ば
い
い
の

か
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
苦
労
を
口
に
す
る
。

　
そ
こ
で
、
谷
津
さ
ん
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
用
い
た
製
図
シ

ス
テ
ム
（
C
A
D
）
や
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
活
用
し
て
、

各
過
程
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
内
容
を
で
き
る
だ
け
ビ
ジ
ュ
ア
ル

化
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
る
。
現
場
を
視
察
し
た
ら
、
す
ぐ

に
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
現
場
写
真
や
分
析
デ
ー
タ
、
課
題
の
要

点
な
ど
を
ま
と
め
、
同
僚
に
共
有
し
て
い
る
と
い
う
。「
共
通
の

課
題
や
方
針
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
て
い
れ
ば
、
目
ま
ぐ
る
し

い
職
員
の
交
代
に
も
対
応
で
き
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

ス
ケ
ッ
チ
や
図
面
を
活
用
し
た
視
覚
的
な
表
現
手
段
に
よ
っ
て
、

言
葉
の
壁
も
い
く
ら
か
解
消
で
き
て
い
ま
す
」

　
現
在
の
地
区
改
善
部
門
で
は
、
幹
線
道
路
の
計
画
や
生
活
道

路
の
改
修
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
整
備
が
行
き
届

い
て
い
な
か
っ
た
り
、
敷
地
内
に
ご
み
が
散
乱
し
て
い
た
り
す

る
放
置
空
間
を
視
察
し
、
現
状
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
自
然

環
境
に
配
慮
し
た
公
園
計
画
を
提
案
し
て
い
る
。
実
際
に
こ
れ

ま
で
、
非
合
法
住
宅
地
と
合
法
住
宅
地
の
境
界
に
公
園
を
作
る

計
画
と
、
長
さ
２
０
０
メ
ー
ト
ル
に
お
よ
ぶ
急
斜
面
を
活
用
す

る
公
園
計
画
の
基
本
構
想
を
、
現
地
の
職
員
と
共
に
ま
と
め
た
。

い
ず
れ
も
、
周
辺
の
生
態
系
に
配
慮
し
た
エ
コ
フ
レ
ン
ド
リ
ー

な
計
画
だ
。「
計
画
を
立
て
る
際
は
、
周
辺
と
の
関
係
を
十
分
に

吟
味
し
、
完
成
後
の
人
の
流
れ
や
波
及
効
果
を
予
測
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
を
、
職
員
に
も
感
じ
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
」

と
谷
津
さ
ん
は
話
す
。

　
谷
津
さ
ん
の
頭
の
中
に
は
、
次
な
る
構
想
が
浮
か
ん
で
い
る
。

「
ま
ず
一
つ
は
、
頻
繁
に
冠
水
す
る
道
路
の
排
水
シ
ス
テ
ム
の
改

善
で
す
。
道
路
の
構
造
、
素
材
、
デ
ザ
イ
ン
を
含
め
て
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
か
ら
、
ご
み
の
回
収
シ
ス
テ
ム
も

不
十
分
な
の
で
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
施
設
を
含
め
た
道
路

や
公
園
の
計
画
を
提
案
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

　
東
北
の
街
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
て
き
た
数
々
の
ア
イ
デ
ア
。

今
度
は
そ
れ
が
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
首
都
が
抱
え
る
問
題
を
解
決

す
る
力
と
な
り
そ
う
だ
。

　
地
元
宮
城
県
の
大
学
で
建
築
設
計
を
教
え
る
傍
ら
、
東
北
の

過
疎
地
域
の
街
づ
く
り
に
関
わ
っ
て
き
た
谷
津
憲
司
さ
ん
。
地

域
の〝
モ
ノ
〞と〝
ヒ
ト
〞を
生
か
す
こ
と
が
谷
津
さ
ん
の
設
計

姿
勢
で
あ
り
、
地
域
の
素
材
を
使
い
、
住
民
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
の
設
計
を
手

掛
け
て
き
た
。
主
な
作
品
の
一
つ
で
あ
る
宮
城
県
の
道
の
駅
津

山
、
通
称
「
も
く
も
く
ラ
ン
ド
」
は
、
地
元
特
産
の
杉
を
構
造

材
と
し
て
効
果
的
に
使
用
し
た
点
が
特
徴
だ
。
福
島
県
の
「
三

島
町
交
流
セ
ン
タ
ー
山
び
こ
」
は
、
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
や
ギ
ャ

ラ
リ
ー
な
ど
を
併
せ
持
つ
多
目
的
型
の
施
設
で
、
地
域
の
歴
史

や
文
化
、
芸
術
を
発
信
す
る
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

宮城県出身。1999年から東北
工業大学・工学部建築学科の
教授を務め、昨年３月に退職（現
名誉教授）。今年１月から、シニア
海外ボランティア（都市計画）と
してコロンビアで活動中。

PROFILE
JICA 

Volunteer  
Story

a

YATSU
Kenji

「
建
築
か
ら
人
々
の
暮
ら
し
を
変
え
る
」

南
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
首
都
ボ
ゴ
タ
市
で
は
、貧
困
地
域
の
劣
悪
な
住
環
境
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
地
で
、住
宅
団
地
の
建
設
や
公
園
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、

東
北
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
の
設
計
を
手
掛
け
て
き
た
実
績
を
持
つ
谷
津
憲
司
さ
ん
。

谷
津
さ
ん
に
と
っ
て
の
第
二
の
挑
戦
が
始
ま
っ
て
い
る
。
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谷
津
　
憲
司

�
都
市
計
画
�

a.トタンなどの非耐久素材による自助建設の住宅
b.斜面を公園化する予定地を視察する谷津さん
c.幹線道路の整備予定地。現状では路肩は崩れ、土のうが積んである
d.谷津さんが提案している“エコフレンドリーな公園”の計画図

同僚たちとおそろいのジャケットで現地調査を行う谷津さん（右から２人目）

bc

東
北
の
街
づ
く
り
か
ら

世
界
の
街
づ
く
り
へ

ab

d

ボゴタ市
コロンビア



　「
都
市
開
発
」
と
は
、
都
市
の
適
正
な
発

展
に
向
け
た
土
地
利
用
の
在
り
方
を
想
定

し
、
公
共
施
設
や
道
路
、
商
業
施
設
、
宅
地

な
ど
の
整
備
を
行
う
こ
と
。
地
権
者
か
ら
土

地
を
買
い
上
げ
て
開
発
を
進
め
る
「
開
発
事

業
」
に
対
し
、「
土
地
区
画
整
理
事
業
」
は

地
権
者
か
ら
土
地
を
少
し
ず
つ
提
供
し
て
も

ら
う
〝
減
歩
〞
に
よ
っ
て
、
そ
の
分
を
公
共

用
地
に
充
て
た
り
、
売
却
し
て
事
業
資
金
の

一
部
に
充
て
た
り
し
な
が
ら
土
地
の
区
画
を

整
え
、
開
発
を
進
め
る
手
法
だ
。

　
開
発
途
上
国
で
も
こ
の
土
地
区
画
整
理
に

よ
っ
て
都
市
開
発
を
進
め
て
い
る
、
あ
る
い

は
そ
れ
を
目
指
し
て
い
る
国
が
少
な
く
な

い
。
J
I
C
A
は
そ
の
よ
う
な
国
々
か
ら
都

市
開
発
分
野
を
担
う
行
政
官
な
ど
を
日
本
に

招
い
て
、
長
年
、
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。

　
今
年
は
、
５
月
中
旬
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

や
ブ
ラ
ジ
ル
、
タ
イ
な
ど
の
10
カ
国
か
ら
計

15
人
の
研
修
員
が
来
日
し
た
。
約
７
週
間
の

研
修
期
間
中
、
彼
ら
は
国
土
交
通
省
や
大
学
、

自
治
体
な
ど
の
都
市
開
発
関
連
機
関
を
訪

問
。
祖
国
で
土
地
区
画
整
理
の
制
度
を
確
立

す
る
こ
と
を
目
指
し
、
各
機
関
で
都
市
開
発

に
つ
い
て
幅
広
く
学
ん
だ
。

　
毎
年
、
研
修
員
た
ち
の
間
で
特
に
好
評
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。
公
益
社
団
法
人
街
づ

く
り
区
画
整
理
協
会
と
の
連
携
の
下
、
愛
知

県
名
古
屋
市
に
あ
る
玉
野
総
合
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
株
式
会
社
が
受
け
持
つ
演
習
形
式
の
研

修
だ
。
同
社
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
を
中
心

に
、
都
市
開
発
に
関
す
る
調
査
か
ら
事
業
の

経
済
合
理
性
な
ど
を
学
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま

す
」
と
松
葉
さ
ん
。

　
さ
ら
に
、
整
備
が
完
了
し
た
モ
デ
ル
地
区

を
視
察
す
る
機
会
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。
研

修
員
た
ち
は
、「
実
際
の
土
地
は
、
こ
ん
な

に
高
低
差
が
あ
っ
た
の
か
」「
私
は
地
図
に

道
路
を
数
本
設
計
し
た
け
れ
ど
、
実
際
に
は

１
本
だ
っ
た
」
な
ど
と
話
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

〝
体
感
〞
を
通
し
て
土
地
区
画
整
理
事
業
へ

の
理
解
を
深
め
た
。

　
玉
野
総
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
あ
る
名
古

屋
市
は
、
戦
後
、
空
襲
で
被
災
し
た
日
本
各

都
市
の
復
興
の
た
め
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
戦

災
復
興
院
の
下
、
都
市
開
発
が
進
め
ら
れ
た

地
域
の
一
つ
。
市
内
に
２
本
整
備
さ
れ
て
い

る
、
道
路
幅
１
０
０
メ
ー
ト
ル
の
通
称
〝
１

０
０
メ
ー
ト
ル
道
路
〞
は
、
そ
の
代
表
例
だ
。

松
葉
さ
ん
は
、「
日
本
で
は
関
東
大
震
災
や

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
復
興
を
契
機
に
、
多

く
の
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
例
が
生
ま
れ

ま
し
た
。
土
地
区
画
整
理
は
、
洗
練
し
た
市

街
地
を
整
備
す
る
手
法
と
し
て
確
立
し
て
い

ま
す
」
と
日
本
の
土
地
区
画
整
理
の
歴
史
を

説
明
す
る
。
同
時
に
、
土
地
区
画
整
理
に
対

す
る
考
え
方
や
方
針
は
国
に
よ
っ
て
異
な
る

た
め
、
日
本
の
や
り
方
を
押
し
付
け
ず
、
研

修
員
の
祖
国
の
市
街
地
整
備
の
視
点
を
取
り

込
む
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
と
も
話
し
て
く

れ
た
。

　
研
修
員
た
ち
に
と
っ
て
玉
野
総
合
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
で
の
研
修
が
印
象
深
い
の
は
、
演

習
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
だ
け
で
な
く
、
同
社
の
明

る
い
社
風
と
講
師
陣
ら
の
温
か
い
人
柄
が
あ

る
か
ら
だ
。「
毎
年
、
歓
迎
会
を
開
催
し
て

い
る
他
、
最
終
日
に
は
当
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

修
了
証
書
を
授
与
し
て
い
ま
す
。
研
修
期
間

中
は
、
通
常
業
務
と
の
兼
務
と
な
る
の
で
多

忙
を
極
め
ま
す
が
、
修
了
証
書
を
受
け
取
り
、

別
れ
を
惜
し
む
研
修
員
た
ち
の
顔
を
見
る
と

今
年
も
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ん
で

す
」
と
松
葉
さ
ん
は
目
を
細
め
る
。

　
初
期
の
研
修
参
加
者
の
中
に
は
、
そ
の
後
、

母
国
の
都
市
開
発
を
け
ん
引
す
る
中
核
人
材

と
な
っ
て
活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
も
い
る
。

玉
野
総
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
の
演
習
を
含

め
た
計
約
７
週
間
の
研
修
を
通
じ
て
伝
え
ら

れ
た
土
地
区
画
整
理
の
技
術
は
、
J
I
C
A

に
よ
る
各
国
で
の
都
市
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
相
ま
っ
て
、
研
修
員
た
ち
の
母
国
で
市
民

参
加
に
よ
る
公
平
な
都
市
開
発
を
可
能
と

し
、
そ
こ
に
美
し
い
市
街
地
を
生
み
出
し
て

い
る
。

土
地
区
画
整
理
事
業
の

計
画
能
力
を
磨
く

面積約326.44k㎡、人口約
227万人。戦後、いち早く復興
都市計画事業に着手し、100メ
ートル道路の建設などの大事業
を行い、今日の基盤を確立。国連
教育科学文化機関（ユネスコ）
が都市の活性化の目的の下、世
界各都市の連携を支援する「創
造都市ネットワーク（デザイン分
野）」に加盟認定されている。

名古屋市

基礎情報を基にモデル地区の土地区画整理の計画図を作成する研修員たち

研修員が描いた設計図。
計画の基となる基礎情
報は同じでも、描く街は十
人十色だ

暮らしやすい街づくりには、
道路や公園、公共施設など、宅地の整備が欠かせない。

半世紀にわたって日本各地の土地区画整理事業を担ってきた愛知県名古屋市の企業は、
実践型の研修を通して開発途上国の土地区画整理制度の確立を支援している。

地
域
と

世
界
の

き
ず
な

48

実
施
監
理
ま
で
全
て
の
分
野
を
網
羅
し
、
約

8
0
0
人
の
従
業
員
の
４
人
に
１
人
が
技
術

士
の
資
格
を
持
つ
区
画
整
理
の
専
門
集
団
だ
。

　「
研
修
の
特
徴
は
、
土
地
区
画
整
理
の
事

業
計
画
の
作
成
や
、
白
地
図
に
設
計
図
を
作

成
す
る
作
業
な
ど
を
実
際
に
研
修
員
た
ち
に

体
験
し
て
も
ら
う
点
で
す
。
講
義
も
少
人
数

の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
講
師
を
配
置
す
る
こ
と

で
、
活
発
な
意
見
交
換
が
で
き
、
各
国
の
課

題
に
対
応
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
」。

そ
う
話
す
の
は
、
玉
野
総
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
株
式
会
社
統
括
事
業
部
地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
室
の
松
葉
成
隆
さ
ん
だ
。
松
葉
さ
ん
は
、

同
社
で
15
年
以
上
、
研
修
の
指
導
を
担
当
し

て
き
た
。
J
I
C
A
を
通
じ
て
タ
イ
で
都
市

開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
専
門
家
と
し
て
活
動

し
た
経
験
も
持
つ
。

　
玉
野
総
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
の
８
日
間

の
研
修
初
日
。
研
修
員
た
ち
に
、
あ
る
モ
デ

ル
地
区
の
基
礎
情
報
と
し
て
、
現
状
の
土
地

利
用
状
況
や
道
路
を
整
備
す
る
際
の
ル
ー
ル

な
ど
が
伝
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
を
基
に
、
研

修
員
そ
れ
ぞ
れ
が
講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
な
が
ら
、
カ
ラ
ー
ペ
ン
を
手
に
白
地
図
に

モ
デ
ル
地
区
の
土
地
区
画
整
理
に
よ
る
開
発

計
画
図
を
描
き
、
さ
ら
に
土
地
区
画
整
理
事

業
の
事
業
費
を
算
出
し
て
事
業
の
実
施
可
能

性
を
検
討
し
て
い
く
の
だ
。

　「
実
は
、
研
修
員
た
ち
が
思
い
思
い
の
計

画
図
を
作
成
す
る
モ
デ
ル
地
区
は
、
実
際
に

東
海
市
で
土
地
区
画
整
理
事
業
が
実
施
さ
れ

た
と
こ
ろ
な
ん
で
す
。
自
ら
作
っ
た
資
金
計

画
や
計
画
図
を
実
際
の
事
業
の
も
の
と
比
較

し
て
も
ら
い
、
日
本
の
街
づ
く
り
の
方
針
や

演習で対象としたモデル地区の実際の事業完了地を視察。市役所の所長や区
画整理組合の理事長と意見交換も行い、事業責任者の知見を学んでもらった

プレゼンテーションの様子。
地権者から土地を少しずつ
提供してもらう“減歩”につい
て、どのように地権者と合意
形成を図るのかなど、実務的
視点に立った討議とフィード
バックを徹底した

白地図とペン、思い思いの街を彩る

修了証書を受け取った研修員と記念撮影する松葉さん
（右から２人目）。毎年、多くの社員が講師として協力する
他、新入社員は研修員たちと肩を並べて研修に参加し、交
流が生まれている

研
修
員
が
受
け
取
る
の
は

日
本
の
技
術
と
お
も
て
な
し
の
心

名古屋市

し
げ
た
か
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通
勤
・
通
学
か
ら
行
楽
先
で
の
移
動
ま
で
、

日
本
で
は
、
誰
し
も
日
常
生
活
の
中
で
路
線

バ
ス
を
利
用
す
る
機
会
が
あ
る
だ
ろ
う
。
日

本
の
路
線
バ
ス
事
業
は
１
９
０
３
年
に
京
都

で
始
ま
り
、
利
用
者
数
は
70
年
に
年
間
延
べ

１
０
０
億
人
と
な
り
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
後
は
減
少
を
続
け
、
現
在
の
利

用
者
は
年
間
延
べ
40
億
人
だ
。
２
０
０
０
年

に
貸
切
バ
ス
の
、
02
年
に
は
乗
合
バ
ス
の
規

制
緩
和
が
行
わ
れ
、
バ
ス
業
界
へ
の
新
規
参

入
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
路
線
バ
ス
の

一
つ
の
転
機
だ
っ
た
と
、
イ
ー
グ
ル
バ
ス
株

式
会
社
の
谷
島
賢
社
長
は
説
明
す
る
。

　
イ
ー
グ
ル
バ
ス
は
送
迎
バ
ス
事
業
を
皮
切

り
に
、
１
９
８
９
年
に
観
光
バ
ス
事
業
、
２

０
０
３
年
に
は
高
速
乗
合
バ
ス
事
業
に
参
入

し
た
。
06
年
、
隣
接
す
る
埼
玉
県
日
高
市
の

大
手
バ
ス
会
社
が
赤
字
の
た
め
に
路
線
バ
ス

事
業
か
ら
完
全
撤
退
す
る
こ
と
に
な
り
、
代

わ
り
に
運
営
を
引
き
受
け
て
も
ら
え
な
い
か

と
打
診
さ
れ
た
こ
と
が
、
生
活
路
線
バ
ス
事

業
に
参
入
す
る
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　
路
線
バ
ス
は
乗
客
の
数
に
よ
っ
て
売
り
上

げ
が
増
減
す
る
上
、
乗
客
の
数
は
人
口
動
態

だ
け
で
な
く
天
候
や
曜
日
、
季
節
な
ど
で
も

変
化
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
一
度
決
め
た
ダ

イ
ヤ
は
年
中
無
休
で
運
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。「
今
の
日
本
で
は
、
バ
ス
会
社
が
運
行

計
画
や
、
運
行
、
収
支
な
ど
の
運
営
リ
ス
ク

を
全
て
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
赤
字
路
線
は
リ
ス
ク
を
負
担
で

き
な
く
な
っ
た
バ
ス
会
社
の
判
断
で
撤
退
が

決
ま
り
ま
す
。
規
制
緩
和
に
よ
る
参
入
の
自

由
化
は
、
結
果
と
し
て
撤
退
の
自
由
化
を
引

き
起
こ
し
た
の
で
す
」

　
生
活
路
線
バ
ス
事
業
に
参
入
し
た
と
き
、

谷
島
社
長
が
驚
い
た
の
は
、〝
見
え
な
い
事
業
〞

だ
と
い
う
こ
と
。
デ
ー
タ
を
取
る
仕
組
み
が

な
い
た
め
に
運
行
計
画
は
長
年
の
経
験
と
勘

で
作
ら
れ
、
顧
客
の
数
な
ど
、
実
際
の
デ
ー

タ
に
基
づ
い
て
い
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
こ
で
、

運
行
デ
ー
タ
と
顧
客
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

〝
見
え
る
化
〞
を
実
施
し
た
。
そ
の
上
で
、
利

用
客
を
増
や
す
施
策
を
構
築
。
代
表
的
な
取

り
組
み
は
、
街
の
中
心
に
ハ
ブ
停
留
所
を
設

定
し
、
そ
こ
を
拠
点
に
目
的
別
の
路
線
に
乗

り
換
え
る
「
ハ
ブ
＆
ス
ポ
ー
ク
」
と
い
う
効

率
的
な
仕
組
み
だ
。
ま
た
、
平
日
の
午
後
や

土
日
、
休
暇
期
間
な
ど
、
利
用
者
が
少
な
い

時
間
や
時
期
に
新
た
な
需
要
を
作
り
出
す
こ

と
に
も
尽
力
。
キ
ャ
ン
プ
場
や
ハ
イ
キ
ン
グ

ル
ー
ト
、
季
節
の
花
畑
な
ど
の
地
元
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
を
整
備
し
、
効
率
化
し
た
バ
ス
の

ア
ク
セ
ス
に
よ
っ
て
観
光
客
を
取
り
込
む
「
需

要
創
出
」
を
実
施
し
た
。
例
え
ば
東
秩
父
村

で
は
、
新
た
に
設
置
し
た
ハ
ブ
か
ら
季
節
ご

と
に
変
わ
る
花
の
群
生
地
に
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

を
運
行
す
る
こ
と
で
、
都
心
か
ら
手
ぶ
ら
で

観
光
に
訪
れ
る
新
た
な
顧
客
の
創
造
を
目
指

し
て
い
る
。

　
生
活
路
線
バ
ス
を
見
え
る
化
、
効
率
化
し
、

観
光
客
を
巻
き
込
ん
で
利
用
者
の
増
加
に
つ

な
げ
る
試
み
が
通
用
す
る
の
は
、
日
本
に
と

ど
ま
ら
な
い
。
同
社
が
現
在
取
り
組
ん
で
い

る
の
が
、
ラ
オ
ス
の
首
都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
に

お
け
る
公
共
交
通
の
再
編
だ
。

　
鉄
道
が
普
及
し
て
い
な
い
国
、
ラ
オ
ス
。
首

都
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
市
内
で
は
車
や
バ
イ
ク
の

数
が
激
増
し
、
交
通
事
故
や
渋
滞
が
深
刻
化

し
つ
つ
あ
る
。
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
バ
ス
公
社
（
以

下
、
バ
ス
公
社
）
に
は
日
本
か
ら
寄
贈
さ
れ

た
車
両
42
台
を
含
む
約
１
０
０
台
の
車
両
が

あ
る
が
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
行
き
届
い
て
お

ら
ず
、
道
路
状
況
も
悪
い
こ
と
か
ら
傷
み
が

激
し
い
。
そ
の
一
方
で
運
転
手
た
ち
の
技
術

は
高
く
、
運
転
マ
ナ
ー
も
悪
く
な
い
た
め
、

質
の
高
い
公
共
交
通
機
関
と
し
て
定
着
す
る

可
能
性
は
高
い
と
谷
島
社
長
は
見
て
い
る
。

　
バ
ス
公
社
の
事
業
を
改
善
す
る
に
は
、財
政
、

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
運
行
管
理
の
３
つ
の
取
り

組
み
が
不
可
欠
。
財
政
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

つ
い
て
は
専
門
家
が
担
当
し
、
イ
ー
グ
ル
バ

ス
は
日
本
で
の
経
験
を
基
に
、
見
え
る
化
と

運
行
改
善
に
力
を
入
れ
る
。

　
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
る
の
は
運
行
形
態
だ
。

今
は
各
運
転
手
が
バ
ス
公
社
の
車
両
を
使
っ

て
、
既
定
の
路
線
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
な

が
ら
運
行
し
て
い
る
。
運
転
手
は
路
線
ご
と

に
決
め
ら
れ
た
定
額
の
ノ
ル
マ
金
を
バ
ス
公

社
に
納
入
す
る
が
、
そ
の
納
入
額
を
超
え
た

分
の
売
り
上
げ
は
そ
の
ま
ま
運
転
手
の
利
益

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
実
際
に
ど
の

く
ら
い
の
利
用
者
が
い
て
、
ど
れ
だ
け
売
り

上
げ
が
あ
っ
た
の
か
を
、
バ
ス
公
社
が
把
握

で
き
て
い
な
い
の
だ
。
そ
こ
で
イ
ー
グ
ル
バ

ス
が
担
当
す
る
の
が
、
42
台
の
バ
ス
に
セ
ン

サ
ー
を
付
け
て
乗
客
の
乗
降
時
間
や
場
所
、

人
数
な
ど
の
運
行
デ
ー
タ
を
長
期
的
に
集
め

る
こ
と
だ
。
さ
ら
に
集
め
た
情
報
を
分
析
し

て
見
え
る
化
し
、
結
果
を
バ
ス
公
社
に
提
供

す
る
こ
と
で
、
利
用
実
態
に
応
じ
た
運
転
手

の
給
与
制
度
の
変
更
な
ど
の
改
革
に
活
用
す

る
ほ
か
、
効
率
的
な
運
行
計
画
に
変
更
す
る

こ
と
で
無
駄
な
経
費
を
減
ら
し
、
利
用
客
増

に
つ
な
げ
て
バ
ス
公
社
の
黒
字
化
を
目
指
す
。

　「
バ
ス
は
い
つ
見
て
も
満
員
で
す
か
ら
、
需

要
は
あ
る
ん
で
す
。
し
か
し
、
ま
だ
十
分
に

需
要
を
取
り
込
ん
で
い
な
い
の
で
、
改
善
の

余
地
は
大
い
に
あ
り
ま
す
。
き
ち
ん
と
改
革

す
れ
ば
、
運
転
手
と
バ
ス
公
社
の
両
者
に
メ

リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る
は
ず
で
す
。
最
終
的
に

は
、
必
要
な
台
数
の
バ
ス
を
バ
ス
公
社
が
自

ら
購
入
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
が
目
標
で
す
」

と
谷
島
社
長
は
力
を
込
め
る
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
、
地
元
客
と

同
時
に
意
識
し
て
い
る
の
が
、
増
え
つ
つ
あ

る
外
国
か
ら
の
観
光
客
だ
。
公
共
交
通
機
関

が
整
っ
て
い
な
い
現
在
、
観
光
客
が
ビ
エ
ン

チ
ャ
ン
市
内
を
見
て
回
る
た
め
に
は
、
歩
く
、

タ
ク
シ
ー
に
乗
る
、
車
を
借
り
て
自
分
で
運

転
す
る
、
と
い
っ
た
方
法
し
か
な
い
。
だ
と

東
南
ア
ジ
ア
の
ハ
ブ
国
へ

鉄
道
代
わ
り
の
交
通
手
段
に

バ
ス
利
用
者
は
ピ
ー
ク
の
半
分

運
営
手
腕
が
問
わ
れ
る
時
代
に

す
れ
ば
、
一
日
券
な
ど
観
光
客
が
使
い
や
す

い
チ
ケ
ッ
ト
や
観
光
名
所
を
回
る
路
線
を
作

れ
ば
、
利
便
性
が
格
段
に
上
が
る
。
イ
ー
グ

ル
バ
ス
が
地
元
・
川
越
市
で
取
り
組
ん
で
い

る
地
域
活
性
化
と
同
じ
手
法
だ
。「
観
光
客
に

は
利
便
性
を
提
供
す
る
代
わ
り
に
高
め
の
料

金
を
設
定
し
、
地
元
住
民
の
通
勤
・
通
学
に

は
割
安
な
定
期
券
な
ど
を
提
供
す
れ
ば
、
誰

も
が
満
足
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、

観
光
客
が
喜
ん
で
乗
る
よ
う
な
快
適
で
安
全

な
バ
ス
な
ら
ば
、
住
民
に
と
っ
て
も
乗
り
心

地
が
良
い
は
ず
で
す
」。
ハ
ブ
と
な
る
べ
き
バ

ス
セ
ン
タ
ー
は
現
在
改
築
中
だ
が
、
谷
島
社

長
は
こ
こ
が
ビ
エ
ン
チ
ャ
ン
市
内
の
ハ
ブ
に

な
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
５
つ
の
国
と
国
境

を
接
す
る
ラ
オ
ス
が
東
南
ア
ジ
ア
全
体
の
ハ

ブ
に
な
る
こ
と
を
夢
見
て
い
る
。

日高市のバス路線のハブとして整備
された、ときがわ町のせせらぎバスセ
ンター。市民の足としてだけでなく、
観光の基点としても活用されている

江戸幕府の重臣が治め、「小江戸」
と呼ばれた川越市の観光地を巡る
観光バス

ビエンチャンバス公社に日本から贈られた「グリーンバス」。冷房もあり快適だ
が、傷みが激しいのが悩みだ

利用状況を把握するため、バスにセンサーを取り付ける。これまでのイーグルバス
の経験が生きる場面だ

路
線
バ
ス
の
力
で
地
域
を
活
性
化

イ
ー
グ
ル
バ
ス
株
式
会
社

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

市
街
地
か
ら
郊
外
ま
で
、日
本
各
地
で
公
共
交
通
機
関

と
し
て
活
躍
す
る
路
線
バ
ス
。し
か
し
、人
口
の
変
化
や

街
の
開
発
に
よ
っ
て
、路
線
バ
ス
の
需
要
も
変
わ
っ
て
い

く
。埼
玉
県
川
越
市
の
イ
ー
グ
ル
バ
ス
株
式
会
社
は
、日

本
の
路
線
バ
ス
の
経
験
を
基
に
、ラ
オ
ス
の
首
都
ビ
エ
ン

チ
ャ
ン
の
市
営
バ
ス
運
営
の
改
善
に
挑
戦
し
て
い
る
。

ラオス

ビエンチャン
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限
ら
れ
た
土
地
を
い
か
に
有
効
活
用
し
、

長
期
的
に
都
市
を
健
全
な
発
展
へ
と
導

く
の
か
。峰
直
樹
さ
ん
は
、あ
ら
ゆ
る
利
害

関
係
者
と
協
力
し
な
が
ら
、開
発
途
上

国
の
都
市
開
発
を
支
え
て
い
る
。 

　

私
の
出
身
地
、
横
浜
市
鶴
見
区
に
は
京
浜
工
業
地

帯
が
あ
り
、
特
に
南
米
や
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
の
外
国

の
方
が
多
く
住
ん
で
い
ま
す
。
小
中
学
校
時
代
は
外

国
籍
の
同
級
生
が
い
た
た
め
、
外
国
文
化
を
身
近
に

感
じ
て
い
ま
し
た
。
開
発
途
上
国
の
問
題
に
具
体
的

な
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
高
校
２
年
生

の
と
き
に
参
加
し
た
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
主
催
の
フ
ィ
リ
ピ
ン

ス
タ
デ
ィ
ー
ツ
ア
ー
が
き
っ
か
け
で
す
。
マ
ニ
ラ
の

発
展
と
は
対
照
的
な
ス
ト
リ
ー
ト
チ
ル
ド
レ
ン
の
姿

に
衝
撃
を
受
け
、「
大
都
市
で
、
な
ぜ
同
年
代
の
子

た
ち
が
こ
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
の
か
」

と
関
心
を
抱
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
学
で
は
、
開
発
経
済
学
・
都
市
経
済
学
を
勉
強

し
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
通
じ
て
途
上
国
の
経

済
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
、
卒
業
後
は
主
に
中

東
・
ア
フ
リ
カ
産
油
国
で
、
液
化
天
然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ

Ｇ
）・
石
油
精
製
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
プ
ラ
ン
ト
の

建
設
を
手
掛
け
る
民
間
企
業
に
就
職
。
海
外
営
業

本
部
で
３
年
間
働
い
た
後
、「
途
上
国
の
人
々
と
意

見
を
交
わ
し
な
が
ら
、
開
発
に
携
わ
り
た
い
」
と
い

う
思
い
が
再
び
芽
生
え
、
2
0
0
7
年
に
J
I
C
A

に
転
職
し
ま
し
た
。

　

13
年
か
ら
約
２
年
半
過
ご
し
た
セ
ネ
ガ
ル
事
務
所

で
は
、
ダ
カ
ー
ル
都
市
開
発
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
ダ
カ
ー
ル
港
改
修
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携

わ
り
ま
し
た
。
同
国
の
首
都
ダ
カ
ー
ル
で
は
、
地
方

か
ら
の
人
口
流
入
に
よ
り
、
洪
水
の
危
険
性
が
あ
る

地
域
へ
の
居
住
、
交
通
渋
滞
、
農
地
の
減
少
な
ど
が

深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
は
政
府
機
関
と
の
協
議
、
計
20
回
の
住
民
と

の
意
見
交
換
、
科
学
的
な
現
状
分
析
を
通
じ
て
、
２

０
３
５
年
が
目
標
年
の
「
ダ
カ
ー
ル
首
都
圏
開
発

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
当
時
は
、〝
政
府
や
地
域
住
民
ら
が
、
ダ
カ
ー

ル
と
い
う
都
市
に
何
を
求
め
て
い
る
の
か
、
そ
れ
に

対
し
、
何
を
提
案
で
き
る
の
か
〞を
意
識
し
ま
し
た
。

　

ダ
カ
ー
ル
港
は
隣
国
マ
リ
も
利
用
す
る
国
際
港

で
す
。
マ
リ
は
西
ア
フ
リ
カ
の
最
貧
国
の
一
つ
で

す
が
、
内
陸
国
な
の
で
、
こ
の
港
を
使
わ
な
い
と

市
民
に
生
活
物
資
が
届
き
ま
せ
ん
。
同
国
の
経
済

成
長
の
た
め
に
も
ダ
カ
ー
ル
港
は
重
要
な
位
置
付

け
に
あ
り
、
そ
の
改
修
工
事
を
ぜ
ひ
実
現
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

当
初
、
ダ
カ
ー
ル
港
湾
公
社
の
総
裁
や
担
当
局

長
に
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
必
要
性
を
す
ぐ
に
は
理

解
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
案
件

形
成
に
向
け
、
約
３
カ
月
間
、
週
に
１
〜
２
度
は

公
社
に
通
い
、
相
手
の
話
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
粘

り
強
く
話
し
合
っ
た
こ
と
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施

の
合
意
に
至
り
ま
し
た
。
来
年
に
は
ダ
カ
ー
ル
港

改
修
が
着
工
を
迎
え
る
の
で
、
今
後
が
楽
し
み
で

す
。
こ
れ
ら
の
案
件
を
通
じ
て
、
目
標
に
向
け
、

粘
り
強
く
取
り
組
む
姿
勢
を
学
び
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
か
ら
勤
務
し
て
い
る
社
会
基
盤
・
平
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都
市
の
発
展
を
支
え
る

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
提
供
し
た
い

ダカール港改修のための調査に向け、ダカール港湾公社とキックオフミーティングを実施
した（右から３人目が峰さん、同８人目が公社総裁）

From Headquarters

和
構
築
部
で
は
、ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
都
市
開
発
・

都
市
交
通
分
野
の
技
術
協
力
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

途
上
国
で
は
都
市
の
人
口
が
急
速
に
増
え
て
い
ま

す
が
、
都
市
の
将
来
像
や
開
発
計
画
を
持
た
な
い
ま

ま
、
目
先
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
終
始
し
て
い
る
ケ
ー

ス
が
多
々
あ
り
ま
す
。
J
I
C
A
職
員
の
役
割
は
、

都
市
開
発
分
野
の
日
本
の
経
験
を
基
に
、
途
上
国
の

都
市
が
直
面
す
る
課
題
を
見
極
め
て
、
短
期
的
・
中

長
期
的
な
解
決
策
を
包
括
的
に
提
示
し
て
い
く
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
際
に
は
、〝
ま
ず
は
相
手
が
何
を
求
め
て
い

る
の
か
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
〞を
意
識
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

大学卒業後、３年間の民間企
業勤務を経て、2007年にJICA
に就職。調達部、資金協力業
務部を経験後、12年よりフラン
ス留学。帰国後はセネガル事務
所でインフラ分野の案件を担
当。昨年10月より現職。

社会基盤・平和構築部 
都市・地域開発グループ

第二チーム

峰　直樹
MINE Naoki

ダカール首都圏開発マスタープランプロジェクトで、都市の将来ビ
ジョンと戦略について、関係機関と協議した

〝
な
ぜ
〞
か
ら
始
ま
っ
た

開
発
分
野
へ
の
興
味

成
長
著
し
い
都
市
を

管
理
す
る
道
し
る
べ
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J
I
C
A
の
北
岡
伸
一
理
事
長
は
、
９

月
５
日
か
ら
10
日
に
か
け
て
ベ
ト
ナ
ム
を

訪
問
し
、
日
越
大
学
の
開
学
式
に
出
席
し
ま

し
た
。
ま
た
、
グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
キ
ム
・
ガ

ン
国
会
議
長
、
デ
ィ
ン
・
テ
ィ
エ
ン
・
ズ
ン

財
政
大
臣
、
チ
ュ
オ
ン
・
ク
ア
ン
・
ギ
ア

交
通
運
輸
大
臣
、
グ
エ
ン
・
ド
ゥ
ッ
ク
・

チ
ュ
ン
・
ハ
ノ
イ
市
人
民
委
員
長
ら
と
会

談
を
行
い
、
日
本
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ

Ａ
）
協
力
の
現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

北
岡
理
事
長
は
８
日
に
日
越
大
学
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
基
調
講
演
を
行
い
、
翌

９
日
に
は
日
越
大
学
開
学
式
に
出
席
し
ま

し
た
。
開
学
式
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
側
を
代

表
し
て
、
フ
ン
・
ス
ア
ン
・ 

ニ
ャ
教
育
訓

練
大
臣
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
先
立
つ
６
日
、
北
岡
理
事
長
は

ダ
ナ
ン
市
を
訪
問
し
、
フ
イ
ン
・
ド
ゥ
ッ
ク
・

ト
ー
・
ダ
ナ
ン
市
人
民
委
員
長
と
会
談
し

て
い
ま
す
。
ト
ー
委
員
長
は
、
こ
れ
ま
で

の
協
力
に
つ
い
て
謝
意
を
述
べ
る
と
と
も

に
、
今
後
の
ダ
ナ
ン
市
の
経
済
発
展
を
後

押
し
す
る
日
本
の
支
援
に
期
待
を
示
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
北
岡
理
事
長
は
ハ
イ
ヴ
ァ
ン
・

ト
ン
ネ
ル
や
ダ
ナ
ン
港
な
ど
、
ダ
ナ
ン
市

で
実
施
さ
れ
た
O
D
A
の
現
場
を
視
察
。

ダ
ナ
ン
市
は
イ
ン
ド
シ
ナ
半
島
を
横
切
る

東
西
回
廊
の
東
端
の
起
点
都
市
で
あ
り
、

こ
れ
ら
協
力
の
役
割
や
重
要
性
が
ま
す
ま

す
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
北
岡
理
事
長
は
８
日
に
ズ
ン

財
政
大
臣
と
、
９
日
に
ガ
ン
国
会
議
長
と

会
談
し
て
い
ま
す
。
両
者
は
、
J
I
C
A

の
こ
れ
ま
で
の
協
力
に
感
謝
の
意
を
表
し

ま
し
た
。

　

北
岡
理
事
長
は
O
D
A
に
よ
り
建
設
中

の
ハ
イ
フ
ォ
ン
近
郊
の
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ン
港

の
現
場
を
訪
問
し
た
他
、
ハ
ノ
イ
市
の
ノ

イ
バ
イ
国
際
空
港
を
は
じ
め
、
ニ
ャ
ッ
タ

ン
橋
（
日
越
友
好
橋
）
や
環
状
３
号
線
道

路
な
ど
、
首
都
圏
の
持
続
的
な
発
展
を
支

え
る
日
本
の
協
力
案
件
も
視
察
。
日
本
に

よ
る
長
年
の
包
括
的
な
支
援
が
ベ
ト
ナ
ム

の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
再
確
認

し
ま
し
た
。

北岡理事長がベトナムを訪問 01

03グローバルフェスタJAPAN 2016開催

02　キューバでがん診療サービスの向上を支援
　

J
I
C
A
は
9
月
23
日
、キ
ュ
ー
バ
政
府
と
「
主

要
病
院
に
お
け
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の

医
療
機
材
整
備
計
画
」
に
対
し
て
12
億
7
3
0
0

万
円
を
限
度
と
す
る
無
償
資
金
協
力
の
贈
与
契
約

を
締
結
し
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
9
月
22
日
、
日

本
の
首
相
と
し
て
初
め
て
キ
ュ
ー
バ
を
訪
れ
た
安

倍
晋
三
内
閣
総
理
大
臣
と
ラ
ウ
ル
・
カ
ス
ト
ロ
国

家
評
議
会
議
長
と
の
首
脳
会
談
で
約
束
さ
れ
た
も

の
で
、
同
国
向
け
の
初
め
て
の
本
格
的
な
無
償
資

金
協
力
事
業
と
な
り
ま
す
。

　

キ
ュ
ー
バ
で
は
、
が
ん
が
死
亡
原
因
の
１
位
で

す
が
、
外
貨
不
足
な
ど
で
医
療
器
材
の
老
朽
化
が

進
ん
で
お
り
、
が
ん
の
早
期
診
断
・
治
療
に
必
要

な
医
療
機
材
の
整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
部
を
中
心
と
す
る
貧
困
地
域
の
が
ん
診
療
環
境

の
改
善
も
課
題
で
す
。

　

本
事
業
で
は
、
キ
ュ
ー
バ
の
主
要
な
医
療
施
設

に
、
医
療
用
画
像
診
断
シ
ス
テ
ム
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
必
要
な
機
材
な
ど
を
整
備
。
が
ん
診
療
・
治
療

の
強
化
と
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善

を
目
指
し
ま
す
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
本
事
業
に
加
え
、
医

療
機
材
保
守
管
理
・
が
ん
早
期
診
断
能
力
の
強
化

を
図
る
技
術
協
力
も
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

10
月
1
日
・
2
日
、
国
内
最
大
級
の
国
際
協

力
イ
ベ
ン
ト
「
グ
ロ
ー
バ
ル
フ
ェ
ス
タ
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ 

2
0
1
6
」
が
、
外
務
省
、
国
際
協
力
Ｎ

Ｇ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
（
J
A
N
I
C
）、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の

共
催
に
よ
り
、
東
京
都
江
東
区
の
お
台
場
セ
ン

タ
ー
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
発
途
上
国
の
貧
困
削
減
を
掲
げ
た
ミ
レ
ニ

ア
ム
開
発
目
標
（
M
D
G
s
）
に
続
く
新
た
な

目
標
、「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）」

を
中
心
に
据
え
た
今
年
の
テ
ー
マ
は
、「for 

the First S
tep

〜
新
し
い
目
標
に
向
か
っ
て

〜
」。
国
際
協
力
へ
の
理
解
を
深
め
、
一
歩
を

踏
み
出
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
N
G
O
や
国
際
機
関
、
各
国
大
使

館
、
企
業
な
ど
の
2
6
9
団
体
が
出
展
し
、
2

日
間
で
約
10
万
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
足
を
運
ん
だ
人
々
は
、
各
団
体
の
活

動
紹
介
を
通
じ
て
国
際
協
力
へ
の
関
心
を
深
め

る
と
と
も
に
、
各
国
の
料
理
な
ど
を
楽
し
み
ま

し
た
。
ス
テ
ー
ジ
企
画
で
は
、「
な
ん
と
か
し
な

き
ゃ
！
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
メ
ン
バ
ー
を
含
む

著
名
人
ら
が
、
国
際
協
力
を
テ
ー
マ
に
し
た
ト

ー
ク
な
ど
で
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

署名式（前列左から、高野剛JICA中南米部長、リゴベルト・エ
ノア外国貿易・投資省アジア・大洋州経済政策局長。立会
人として後列左から、入柿秀俊JICA理事、イレアナ・ヌニェス
外国貿易・投資省次官、エミリオ・デルガード保健省薬剤・医
療技術局長）

ズン財政大臣と会談する北岡理事長（左）

日越大学開学式典

外務省、JICA、JANICの代表者らが参加したオープニングセ
レモニー
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　宮
城
県
気
仙
沼
市
は
親
潮
と
黒
潮
が
ぶ

つ
か
り
合
う
豊
か
な
海
と
�
複
雑
に
入
り

組
ん
だ
リ
ア
ス
式
海
岸
と
い
う
陸
地
の
両

方
か
ら
恵
み
を
受
け
た
�
日
本
屈
指
の
水

産
都
市
で
す
�
気
仙
沼
湾
と
い
う
四
季
を

通
し
て
穏
や
か
な
天
然
の
良
港
を
持
ち
�

カ
ツ
オ
や
サ
ン
マ
�
サ
メ
︵
フ
カ
ヒ
レ
︶�
カ

キ
な
ど
�
さ
ま
ざ
ま
な
海
産
物
の
宝
庫
と

な
�
て
い
ま
す
�
日
本
食
全
体
に
お
い
て

大
き
な
役
割
を
占
め
る
魚
の
重
要
性
や
�

世
界
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
魚
食
の
健
康

増
進
効
果
な
ど
を
踏
ま
え
て
�
気
仙
沼
市

は
１
９
８
６
年
に
﹁
魚
食
健
康
都
市
宣
言
﹂

を
行
い
�
漁
港
と
し
て
の
特
色
を
生
か
し

た
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
�

　そ
ん
な
気
仙
沼
市
の
歴
史
を
振
り
返
�

て
み
る
と
�
海
と
山
�
両
方
の
豊
か
さ
に

恵
ま
れ
た
こ
の
土
地
で
�
私
た
ち
は
独
自

の
生
活
様
式
や
食
文
化
を
育
ん
で
き
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
�
地
元
で
長
年
に
わ
た

り
息
づ
い
て
き
た
食
文
化
を
次
世
代
に
伝

え
�
町
の
魅
力
や
個
性
と
し
て
い
く
た
め

に
行
�
た
の
が
�
２
０
０
３
年
の
﹁
気
仙

沼
ス
ロ
�
フ
�
ド
﹂
都
市
宣
言
で
す
�

　さ
ら
に
は
�
ス
ロ
�
フ
�
ド
へ
の
取
り

組
み
の
延
長
と
し
て
�
２
０
０
４
年
６
月

に
イ
タ
リ
ア
・
ジ
�
ノ
バ
で
開
催
さ
れ
た

第
1

回
ス
ロ
�
フ
�
�
シ
�
・
フ
�
ス
テ

�
バ
ル
に
参
加
し
た
こ
と
を
契
機
に
�
チ

�
タ
ス
ロ
�
︵
ス
ロ
�
シ
テ
�
︶
の
認
証

取
得
に
向
け
た
活
動
を
始
め
ま
し
た
�

　チ
�
タ
ス
ロ
�
協
会
は
１
９
９
９
年
に

イ
タ
リ
ア
で
発
足
し
た
国
際
組
織
で
�
地

方
中
小
都
市
の
生
活
や
文
化
�
歴
史
を
再

評
価
し
�
ス
ロ
�
な
生
活
と
環
境
を
尊
重

し
て
�〝
住
み
良
い
都
市
〞
と
い
う
新
た
な

都
市
の
在
り
方
を
提
唱
・
普
及
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
�
今
年
６
月
の
時
点

で
�
加
入
し
て
い
る
の
は
イ
タ
リ
ア
国
内

だ
け
で
な
く
�
ド
イ
ツ
�
ポ
�
ラ
ン
ド
�

フ
ラ
ン
ス
�
イ
ギ
リ
ス
�
韓
国
�
中
国
な
ど
�

世
界
30
カ
国
�
２
２
５
都
市
に
上
り
ま
す
�

し
か
し
�
５
万
人
未
満
と
い
う
従
来
の
チ

�
タ
ス
ロ
�
の
定
義
を
超
え
る
約
６
万
６

０
０
０
の
人
口
を
抱
え
る
こ
と
や
�
環
境

菅
野 

拓
哉

気
仙
沼
市
役
所 

震
災
復
興
・
企
画
課

主
幹
兼
政
策
・
調
整
係
長
　

海
と
生
き
る

気
仙
沼
市
復
興
の
ま
ち
づ
く
り

保
護
対
策
が
不
十
分
こ
と
な
ど
か
ら
�
気

仙
沼
市
は
正
式
な
加
入
手
続
き
を
見
送
�

て
き
ま
し
た
�
潮
目
が
変
わ
�
た
の
は
�

東
日
本
大
震
災
が
き
�
か
け
で
す
�

　２
０
１
１
年
３
月
11
日
�
震
度
６
弱
の

地
震
が
気
仙
沼
市
を
襲
い
�
津
波
と
コ
ン

ビ
ナ
�
ト
火
災
が
そ
れ
に
続
き
ま
し
た
�

１
４
３
４
人
の
方
が
死
亡
も

し
く
は
行
方
不
明
に
な
り
�
２

万
６
０
０
０
棟
近
く
の
家
屋
�

約
９
５
０
０
世
帯
が
被
災
し
ま

し
た
�
地
盤
沈
下
は
海
岸
地
域

を
中
心
に
�
最
大
で
70
セ
ン
チ

に
も
及
び
�
５
年
半
以
上
た
�

た
今
も
復
興
は
道
半
ば
で
す
�

海
が
秘
め
る
人
知
を
超
え
た
力

の
傷
跡
は
�
今
も
気
仙
沼
に
残

さ
れ
て
い
ま
す
�

　け
れ
ど
も
�
気
仙
沼
市
は
復

興
の
中
心
に
﹁
海
﹂
を
据
え
ま

し
た
�
な
ぜ
な
ら
�
気
仙
沼
の

文
化
の
中
心
に
は
�
常
に
海
が

あ
�
た
か
ら
で
す
�
11
年
９
月
�

市
の
震
災
復
興
計
画
を
策
定

す
る
に
当
た
り
�
気
仙
沼
市
震

災
復
興
市
民
委
員
会
は
市
の

在
住
者
・
出
身
者
を
対
象
に
�

復
興
計
画
の
副
題
を
募
集
し

津波で大きな被害を受けた内湾地区にはスロー村（仮）が作られ、気仙沼の歴史と文化
を発信する拠点になる予定だ

ま
す
�
中
で
も
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
は
�
た

だ
整
備
す
る
だ
け
で
は
な
く
�
防
災
の
面

で
も
機
能
す
る
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
で

す
�
気
仙
沼
市
は
チ
�
タ
ス
ロ
�
の
考
え

方
を
生
か
し
�
景
観
や
環
境
に
配
慮
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
�

　ま
た
�
震
災
に
お
い
て
�
自
治
体
や
地

域
コ
ミ
�
ニ
テ
�
�
の
強
い
結
束
は
�
避

難
所
運
営
な
ど
を
支
え
る
大
き
な
力
と
な

り
ま
し
た
�
こ
れ
か
ら
先
�
人
口
減
少
は

避
け
ら
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
�﹁
み

ん
な
が
担
い
手
﹂﹁
プ
ロ
セ
ス
重
視
﹂﹁
市

民
の
力
の
結
集
﹂﹁
市
外
の
力
の
参
加
﹂
と

い
う
姿
勢
に
よ
�
て
�
魅
力
あ
る
町
を
目

指
し
ま
す
�

　気
仙
沼
市
の
中
心
部
に
位
置
す
る
内
湾

地
区
で
は
�
２
０
１
８
年
春
ご
ろ
に
チ
�

タ
ス
ロ
�
や
ス
ロ
�
フ
�
ド
の
考
え
方
を

具
現
化
す
る
﹁
ス
ロ
�
村
︵
仮
称
︶﹂
が
誕

生
す
る
予
定
で
す
�
一
人
で
も
多
く
の
方

に
�
復
興
へ
の
道
を
た
ど
る
気
仙
沼
市
に

足
を
運
び
�
食
�
自
然
�
街
�
人
な
ど
の

さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
体
感
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
�
て
い
ま
す
�

ま
し
た
�
そ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
の
が﹁
海

と
生
き
る
﹂
と
い
う
言
葉
で
す
�

　先
人
た
ち
は
�
長
い
歴
史
の
中
で
幾
度

と
な
く
津
波
に
襲
わ
れ
な
が
ら
�
海
の
可

能
性
を
信
じ
�
積
極
的
に
関
わ
り
合
�
て

暮
ら
し
て
き
ま
し
た
�
そ
れ
は
単
に〝
海
で
〞

生
活
し
て
い
た
と
い
う
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
�
私
た
ち
自
身
も
自
然
の
一
部
だ
と

い
う
認
識
を
持
ち
�
自
然
と
対
等
の
関
係

を
築
い
て
�〝
海
と
〞
共
に
生
活
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
�
う
�
気
仙

沼
の
人
た
ち
の
生
き
方
�
考
え
方
は
�
海

か
ら
生
ま
れ
て
き
た
と
も
い
え
ま
す
�
今

を
生
き
る
世
代
が
再
び
海
の
可
能
性
を
信

じ
て
復
興
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
こ
そ
が
�

犠
牲
者
へ
の
供
養
と
な
り
�
次
世
代
へ
の

希
望
と
な
る
―
―
私
た
ち
は
そ
う
考
え
�

こ
れ
か
ら
も
﹁
海
と
生
き
る
﹂
こ
と
を
選

び
ま
し
た
�

　こ
う
し
た
町
の
歴
史
と
文
化
を
尊
重
す

る
姿
勢
が
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
加
え
�
協

会
側
か
ら
復
興
支
援
と
し
て
の
加
入
条
件

緩
和
の
打
診
を
受
け
て
�
２
０
１
３
年
�

気
仙
沼
市
は
日
本
で
初
め
て
チ
�
タ
ス
ロ

�
協
会
に
正
式
加
盟
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
�

　気
仙
沼
市
が
目
指
す
未
来
の
姿
は
�﹁
地

方
に
あ
る
世
界
の
港
町
﹂
で
す
�﹁
自
然
と

共
生
し
た
生
活
﹂﹁
都
会
の
真
似
は
し
な
い
﹂

﹁
産
業
は
国
際
的
に
﹂
の
三
つ
の
目
標
を
軸

に
�
イ
ン
フ
ラ
の
復
興
と
共
同
体
や
そ
れ

を
担
う
人
た
ち
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

32 海
と
大
地
の
豊
か
な
恵
み

水
産
都
市
の
文
化
を
発
信

復
興
に
向
け
共
生
を
誓
う

地
方
発
、世
界
の
港
町
へ

冷え込みの厳しい朝、気仙沼湾に
立ち上る“けあらし”。海から立ち上
る水蒸気が、陸から降りてくる冷た
い大気に触れると生まれる幻想的
な光景だ

出港を控えて気仙沼港に停泊する
漁船。海と陸との恵みが、気仙沼を
支えてきた

〈
P
r
o
f
i
l
e
〉

か
ん
の
・
た
く
や

大
好
き
な
ふ
る
さ
と
に
少
し
で
も
貢
献
し
た
い
と
の

思
い
か
ら
、
１
９
９
７
年
に
気
仙
沼
市
役
所
に
入
庁
。

２
０
１
０
年
４
月
に
現
課
（
旧
名
：
企
画
政
策
課
）

に
配
属
。
現
在
は
ふ
る
さ
と
納
税
、
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
、

地
域
振
興
計
画
な
ど
を
担
当
し
て
い
る
。
震
災
後
は

復
興
計
画
策
定
・
進
捗
管
理
に
従
事
し
た
。

気仙沼は海と共に生
きてきた。復興計画
には、その思いが詰ま
っている
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市場 裕昭
Hiroaki ICHIBA

外務省　国際協力局　
国別開発協力第三課 首席事務官

2002年外務省入省。在アメリカ合衆国日本国大使館や北米局北米第二課、
アジア大洋州局地域政策課などを経て、昨年９月より現職。今年８月に行われ
たTICAD Ⅵをはじめ、アフリカ・中東・欧州の開発協力に取り組む。

「ここが知りたい」。国際協力に関係する政策を
  外務省の担当者が分かりやすく解説します！

　アフリカでは、道路、鉄道、港湾、電力、通信とい
った社会の基幹となるインフラが不足しています。
そのため、物流の面などでさまざまなコストや時
間がかかることが、アフリカの経済成長の足かせ
になっています。特に輸送コストにおいて、アフリ
カは世界で最も高い地域といわれています。整備
が行き届いていない港湾では常に混雑が発生し、
多大な時間を要します。
　そこで重要になってくるのが、マスタープランで

なぜアフリカの発展にマスタープランが必要なの？

　世界第９位、日本の７倍の面
積を誇るカザフスタンのほぼ中
央に位置する、首都アスタナ。
近未来的な建物がそびえ立つ
この街の首都としての歴史はま
だ浅く、わずか１９年です。
　１９９７年、ヌルスルタン・ナザ
ルバエフ大統領の決断によっ
て、南東部の大都市アルマティから首都の座を譲り受けたアスタナ
の当時の人口は、30万人足らずでした。
　地平線まで大草原が続くこの地に、どのような新しい首都を作るの
か――。著名な建築家たちが参加し行なわれた国際コンペで採用さ
れたのは、日本の建築家・黒川紀章氏のデザインでした。都市の有機
的な発展や、自然との共生などをコンセプトとした黒川氏のデザイン
案を下敷きに、JICAの「アスタナ新首都総合開発計画調査」を通じ
たマスタープラン作りが行われました。
　マスタープランでは老朽化した基礎インフラの整備の必要性が指
摘され、これを受けて、円借款事業「アスタナ上下水道整備計画」が
実施されました。また、同じく円借款によって実施された「アスタナ空
港改修事業」では、利用客が急増する首都の空港を、国を代表する
国際空港へと進化させました。
　日本が作成したマスタープランにのっとり、首都の整備が始まって
から15年。アスタナの現在の人口は、当初の想定をはるかに上回る
90万人近くに達しました。街では、来年６月に開催される国際博覧会
の会場の建設も急ピッチで進んでいます。マスタープランで設定され
た都市開発目標である2030年に向けて、大草原の未来都市は、今
日も成長を続けています。

（在カザフスタン日本国大使館 角掛万里子 三等書記官）

A1.

　2013年の第５回アフリカ開発会議（TICADⅤ）で、
安倍晋三内閣総理大臣は、日本企業からの関心が高
いアフリカの10の地域において、「戦略的マスタープ
ラン」の策定を支援することを表明しました。対象地
域では、回廊開発、都市開発、エネルギー開発の分野
においてマスタープランを策定します。現在、９カ所
で策定が進められ、一部は既に完成しています。
　その一つが、ケニアを中心とした「北部回廊・モン
バサ港開発」です。ケニア最大の港であるモンバサ港
は、東アフリカと中央アフリカの玄関口であり、物流の
重要な拠点です。日本は、ケニア、ウガンダ、ルワンダ
などを陸路で結ぶ北部回廊と、その起点となるモンバ
サ港の開発に向けたマスタープランの策定を支援し、
日本企業が建設を請け負った新しいコンテナターミ

具体的にはどんな支援を行って   いるの？

Q1.

す。マスタープランは、インフラ整備を進めていく
上での基本となる設計図であり、対象となる地域
全体を総合的に開発していく上で欠かせないもの
です。
　日本はこれまで、インフラ整備の技術やノウハ
ウを活用して、アジアを中心にマスタープランの策
定や都市開発を支援してきた実績がありますが、
近年、アフリカでもこうした支援のニーズが高まっ
ています。

　近年、アフリカでは都市部の人口増加が急速に
進んでいます。試算では、2040年には、アフリカの
都市人口は現在の倍以上の20億人になるといわれ
ています。そんなアフリカでは、人口の増加に対し
て都市のインフラ整備が追い付いていないため、
住環境や治安の悪化、交通の混雑、スラムの発生な
どの都市問題が深刻化しているのです。
　そこで、今年８月に開催されたTICAD Ⅵで、日本
はアフリカ５都市において、持続可能な都市開発に
向けたマスタープランの策定を支援することを打ち
出しました。その中で、交通問題に対する解決策と

今後のアフリカの課題は？

ナルも完成しました。
　一方、防災対策の面で日本の技術を活用しているの
が、「ナカラ回廊開発」です。回廊の起点となるモザンビー
クのナカラ港は、重油、軽油、ガソリンなどの石油燃料の
輸入拠点となっているため、火災のリスクを伴います。そ
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なく、人を育てることを重要視する点は、日本の支援の特
徴といえます。

して検討されているのが、東京の臨海エリアを走る
「ゆりかもめ」に採用されている新交通システム
「Automated Guideway Transit（AGT）」です。小
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市にも適用できる可能性が高く、導入に向けた調査
が始まっています。
　国内の都市問題を克服し、アジアの都市問題の
解決にも協力してきた経験の蓄積こそが、日本の強
みです。今度は、その経験を生かして、アフリカの発
展に貢献したいと考えています。
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マンゴーの木の下で子どもたちに
昔話をするノラばあちゃん

お手伝いをするデリック。今年13歳になった
畑で採れたオクラのスープ
グアバの木に登って実を採る子どもたち

パパイヤが実る季節、台所の前に集まる子どもたち

86歳のころのノラばあちゃん

子どもたちはノラばあちゃんの語るストーリーが大好きだった

村の並木道を駆けて行く少女

花や草、身近にある自然が子どもたちの遊びになる

台所。ノラばあちゃんはいつもこの椅子に座って料理をしていた

村の真ん中にある墓地。村で生きたものは村の土に還る

ノラばあちゃんは、お母さんのような存在だa.
b.
c.

a

b
c

地球ギャラリー vol.98

地球ギャラリー vol.98

小
さ
な
鳥
の
物
語

　
ノ
ラ
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
つ
生
ま
れ
た
の
か
、
正
確
な
日
は
誰
も
知
ら
な
い
。
で
も
、
亡
く

な
っ
た
日
は
村
の
全
員
が
知
っ
て
い
る
。
ノ
ラ
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
村
の
み
ん
な
の
お
母
さ
ん
だ

っ
た
。

　
ア
フ
リ
カ
大
陸
東
部
に
位
置
す
る
ウ
ガ
ン
ダ
。
首
都
カ
ン
パ
ラ
の
雑
踏
を
抜
け
、
バ
ナ
ナ

の
木
が
茂
る
赤
土
の
道
を
バ
ス
で
５
時
間
ほ
ど
北
へ
進
む
と
、
グ
ル
と
い
う
町
に
着
く
。
郊

外
に
あ
る
ア
グ
ウ
ェ
村
に
は
電
気
も
水
道
も
な
い
。
あ
る
の
は
草
む
ら
と
畑
、
い
く
つ
か
の

小
さ
な
家
と
大
き
な
木
々
。
こ
の
村
に
通
い
始
め
て
16
年
に
な
る
。
そ
の
間
に
長
い
内
戦
が

あ
り
、
誰
か
が
亡
く
な
っ
た
り
、
新
し
い
命
が
生
ま
れ
た
り
を
何
度
か
繰
り
返
し
た
。
ノ
ラ

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
毎
日
せ
っ
せ
と
畑
仕
事
を
し
、
水
を
く
み
、
洗
濯
物
を
ご
し
ご

し
こ
す
り
、
料
理
を
し
て
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
、
孫
や
ひ
孫
た
ち
を
育

て
た
。
年
月
は
流
れ
、
み
ん
な
あ
っ
と
い
う
間
に
ノ
ラ
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
背
丈
を

超
え
た
。

　
ひ
孫
の
一
人
で
あ
る
デ
リ
ッ
ク
は
13
歳
。
父
親
は
自
転
車
の
修
理
工
、
母
親

は
テ
イ
ラ
ー
と
し
て
働
い
て
い
る
。
デ
リ
ッ
ク
も
父
親
や
い
と
こ
た
ち
と
同
じ

よ
う
に
ノ
ラ
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
料
理
を
毎
日
食
べ
て
育
っ
た
。

　
暑
い
日
で
も
ひ
ん
や
り
と
涼
し
い
土
壁
の
台
所
か
ら
、
シ
ュ
ッ
、
シ
ュ
ッ
、

と
音
が
す
る
。
大
き
な
平
た
い
石
の
上
で
、
ゴ
マ
を
す
り
つ
ぶ
す
音
だ
。
ノ
ラ

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
作
る
オ
デ
ィ
ー
（
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
と
ゴ
マ
の
ソ
ー
ス
）
や
オ
ク
ラ

の
ス
ー
プ
は
、
村
の
み
ん
な
の
大
好
物
だ
っ
た
。

　
料
理
の
合
間
に
ノ
ラ
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
た
き
火
の
周
り
や
マ
ン
ゴ
ー
の
木
の
下
に
デ
リ
ッ
ク

た
ち
を
集
め
て
、
村
に
伝
わ
る
昔
話
や
ひ
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
こ
と
な
ど
、
い
ろ
ん
な
話
を

し
た
。
で
も
、
４
度
も
経
験
し
た
戦
争
の
話
は
め
っ
た
に
し
な
い
。「
戦
争
は
も
う
た
く
さ

ん
だ
」。
い
つ
も
最
後
に
そ
う
言
っ
て
口
を
閉
ざ
す
の
だ
っ
た
。

　
ノ
ラ
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
村
に
昔
か
ら
い
る
と
い
う
美
し
い
鳥
の
話
を
よ
く
し
て
く
れ
た
。「
そ

の
鳥
は
と
て
も
小
さ
く
て
、
鳴
き
声
も
と
て
も
小
さ
い
か
ら
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
。
で

も
、
じ
っ
と
耳
を
澄
ま
せ
た
ら
、
そ
の
鳥
の
居
場
所
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
と
て
も
美
し
い
鳥

だ
よ
」
そ
う
言
っ
て
い
つ
も
目
を
閉
じ
た
。「
お
ま
え
た
ち
も
、
い
つ
も
ち
ゃ
ん
と
耳
を
澄

ま
せ
て
い
な
さ
い
。
村
の
音
や
、
人
の
話
を
ち
ゃ
ん
と
聞
き
な
さ
い
。
そ
う
し
た
ら
、
美
し

い
鳥
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
」

　
ノ
ラ
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
今
年
、
88
歳
で
亡
く
な
り
、
村
は
深
い
悲
し
み
に
包
ま
れ
た
。

　
そ
の
８
カ
月
後
に
村
を
訪
ね
た
。
赤
道
直
下
の
ウ
ガ
ン
ダ
で
も
雨
期
は
少
し
寒
い
。
分
厚

い
雲
が
太
陽
を
隠
す
と
、
遠
く
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
雷
が
鳴
る
。
雨
の
午
後
、
ノ
ラ
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
住
ん
で
い
た
家
の
軒
下
に
パ
ピ
ル
ス
で
編
ん
だ
ゴ
ザ
を
敷
い
て
、
み
ん
な
で
熱
い
チ
ャ
イ

（
紅
茶
）
を
飲
ん
だ
。
ノ
ラ
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
な
い
の
が
悲
し
い
と
言
う
と
、「
そ
こ
の
墓
地

で
眠
っ
て
る
か
ら
悲
し
が
る
こ
と
は
な
い
。
ず
っ
と
こ
の
村
に
い
る
ん
だ
」
と
す
ぐ
そ
ば
の

新
し
い
墓
を
指
差
し
て
「
き
っ
と
天
国
で
楽
し
く
や
っ
て
る
さ
」
と
み
ん
な
は
明
る
く
笑
っ

た
。
そ
の
後
、
村
の
女
性
た
ち
が
作
っ
た
料
理
を
食
べ
た
。
ノ
ラ
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ス
ー
プ
と

同
じ
味
が
し
て
懐
か
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
雨
上
が
り
の
空
を
見
上
げ
る
と
、
小
さ
な
鳥

が
飛
ん
で
行
く
の
が
見
え
た
。
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ノ
ラ
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
村
に
昔
か
ら
い
る
と
い
う
美
し
い
鳥
の
話
を
よ
く
し
て
く
れ
た
。「
そ

の
鳥
は
と
て
も
小
さ
く
て
、
鳴
き
声
も
と
て
も
小
さ
い
か
ら
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
。
で

も
、
じ
っ
と
耳
を
澄
ま
せ
た
ら
、
そ
の
鳥
の
居
場
所
が
分
か
る
だ
ろ
う
。
と
て
も
美
し
い
鳥

だ
よ
」
そ
う
言
っ
て
い
つ
も
目
を
閉
じ
た
。「
お
ま
え
た
ち
も
、
い
つ
も
ち
ゃ
ん
と
耳
を
澄

ま
せ
て
い
な
さ
い
。
村
の
音
や
、
人
の
話
を
ち
ゃ
ん
と
聞
き
な
さ
い
。
そ
う
し
た
ら
、
美
し

い
鳥
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
」

　
ノ
ラ
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
今
年
、
88
歳
で
亡
く
な
り
、
村
は
深
い
悲
し
み
に
包
ま
れ
た
。

　
そ
の
８
カ
月
後
に
村
を
訪
ね
た
。
赤
道
直
下
の
ウ
ガ
ン
ダ
で
も
雨
期
は
少
し
寒
い
。
分
厚

い
雲
が
太
陽
を
隠
す
と
、
遠
く
で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
雷
が
鳴
る
。
雨
の
午
後
、
ノ
ラ
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
住
ん
で
い
た
家
の
軒
下
に
パ
ピ
ル
ス
で
編
ん
だ
ゴ
ザ
を
敷
い
て
、
み
ん
な
で
熱
い
チ
ャ
イ

（
紅
茶
）
を
飲
ん
だ
。
ノ
ラ
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
な
い
の
が
悲
し
い
と
言
う
と
、「
そ
こ
の
墓
地

で
眠
っ
て
る
か
ら
悲
し
が
る
こ
と
は
な
い
。
ず
っ
と
こ
の
村
に
い
る
ん
だ
」
と
す
ぐ
そ
ば
の

新
し
い
墓
を
指
差
し
て
「
き
っ
と
天
国
で
楽
し
く
や
っ
て
る
さ
」
と
み
ん
な
は
明
る
く
笑
っ

た
。
そ
の
後
、
村
の
女
性
た
ち
が
作
っ
た
料
理
を
食
べ
た
。
ノ
ラ
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ス
ー
プ
と

同
じ
味
が
し
て
懐
か
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。
雨
上
が
り
の
空
を
見
上
げ
る
と
、
小
さ
な
鳥

が
飛
ん
で
行
く
の
が
見
え
た
。

［ウガンダ］
写真・文＝桜木奈央子（フォトグラファー）

Uganda
地球ギャラリー vol.98
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ォ
ト
エ
ッ
セ
イ
『
か
ぼ
ち
ゃ
の
下
で 

｜
ウ
ガ

ン
ダ
戦
争
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
』、
写
真
絵
本
『
世
界
の
と

も
だ
ち
８
ケ
ニ
ア
』
を
上
梓
。
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ク
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マンゴーの木の下で子どもたちに
昔話をするノラばあちゃん

お手伝いをするデリック。今年13歳になった
畑で採れたオクラのスープ
グアバの木に登って実を採る子どもたち

パパイヤが実る季節、台所の前に集まる子どもたち

86歳のころのノラばあちゃん

子どもたちはノラばあちゃんの語るストーリーが大好きだった

村の並木道を駆けて行く少女

花や草、身近にある自然が子どもたちの遊びになる

台所。ノラばあちゃんはいつもこの椅子に座って料理をしていた

村の真ん中にある墓地。村で生きたものは村の土に還る

ノラばあちゃんは、お母さんのような存在だa.
b.
c.

a

b
c

地球ギャラリー vol.98

地球ギャラリー vol.98

小
さ
な
鳥
の
物
語

　
ノ
ラ
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
つ
生
ま
れ
た
の
か
、
正
確
な
日
は
誰
も
知
ら
な
い
。
で
も
、
亡
く

な
っ
た
日
は
村
の
全
員
が
知
っ
て
い
る
。
ノ
ラ
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
村
の
み
ん
な
の
お
母
さ
ん
だ

っ
た
。

　
ア
フ
リ
カ
大
陸
東
部
に
位
置
す
る
ウ
ガ
ン
ダ
。
首
都
カ
ン
パ
ラ
の
雑
踏
を
抜
け
、
バ
ナ
ナ

の
木
が
茂
る
赤
土
の
道
を
バ
ス
で
５
時
間
ほ
ど
北
へ
進
む
と
、
グ
ル
と
い
う
町
に
着
く
。
郊

外
に
あ
る
ア
グ
ウ
ェ
村
に
は
電
気
も
水
道
も
な
い
。
あ
る
の
は
草
む
ら
と
畑
、
い
く
つ
か
の

小
さ
な
家
と
大
き
な
木
々
。
こ
の
村
に
通
い
始
め
て
16
年
に
な
る
。
そ
の
間
に
長
い
内
戦
が

あ
り
、
誰
か
が
亡
く
な
っ
た
り
、
新
し
い
命
が
生
ま
れ
た
り
を
何
度
か
繰
り
返
し
た
。
ノ
ラ

ば
あ
ち
ゃ
ん
は
毎
日
せ
っ
せ
と
畑
仕
事
を
し
、
水
を
く
み
、
洗
濯
物
を
ご
し
ご

し
こ
す
り
、
料
理
を
し
て
、
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
、
孫
や
ひ
孫
た
ち
を
育

て
た
。
年
月
は
流
れ
、
み
ん
な
あ
っ
と
い
う
間
に
ノ
ラ
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
背
丈
を

超
え
た
。

　
ひ
孫
の
一
人
で
あ
る
デ
リ
ッ
ク
は
13
歳
。
父
親
は
自
転
車
の
修
理
工
、
母
親

は
テ
イ
ラ
ー
と
し
て
働
い
て
い
る
。
デ
リ
ッ
ク
も
父
親
や
い
と
こ
た
ち
と
同
じ

よ
う
に
ノ
ラ
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
料
理
を
毎
日
食
べ
て
育
っ
た
。

　
暑
い
日
で
も
ひ
ん
や
り
と
涼
し
い
土
壁
の
台
所
か
ら
、
シ
ュ
ッ
、
シ
ュ
ッ
、

と
音
が
す
る
。
大
き
な
平
た
い
石
の
上
で
、
ゴ
マ
を
す
り
つ
ぶ
す
音
だ
。
ノ
ラ

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
作
る
オ
デ
ィ
ー
（
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
と
ゴ
マ
の
ソ
ー
ス
）
や
オ
ク
ラ

の
ス
ー
プ
は
、
村
の
み
ん
な
の
大
好
物
だ
っ
た
。
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写真・文＝桜木奈央子（フォトグラファー）
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Event
最前列右から3人目の赤いドレスに黄色い帯の女性が花嫁だ

トラックで運ばれてきた婚資のウシ１頭とヤギ２匹。
家畜の数も事前の話し合いで決めてある

オクワンジュラ
ウガンダの結婚式といえば

ウガンダの文化を
知ろう！

　ウガンダで主食といえば、料理用バナナ「マトケ」が有名だ。他にキャッサ
バ、サツマイモ、ヤムイモ、サトイモ、ジャガイモ、トウモロコシ、ミレット（ヒエ）、コ
メなども主食である。日本では一度に食べる主食はコメだけで、それに数種類
のおかずが付くが、ウガンダは逆で、皿に数種類の主食が盛られ、それを浸し
て食べるソース状のおかず１種類がセットになっている。
　今回紹介するのはウガンダ北部を中心に食されている主食の「カロ」とチ
キンのソース。カロは、ミレット（ヒエ）の粉とキャッサバの粉を一緒に熱湯で練
ったもの。ミレット粉だけで作ると茶色っぽくて見た目も悪いし、パサパサでお
いしくない。キャッサバ粉を加えることでモチモチとした食感が増す。練り上げ
たアツアツのカロには、トマトとタマネギがベースのソースを掛けて食べる。
　カロは他の主食と違い、田舎っぽい食べ物と思われているようで、おしゃれ
なレストランのメニューに載ることはほとんどない。

【RE C I P E】
●材料（4人前）
カロ：ミレットの粉1
カップ／キャッサバの
粉 4分の1カップ／水

チキンソース：カレー
粉大さじ1／鶏モモ肉
2枚／タマネギ1個／
トマト2個／ニンジン1
本／サラダ油 ／塩

鍋に湯を沸かし、ミレットとキャッサバの粉を投入したら、しゃもじで素早く練り
混ぜる。火が通ったら出来上がり。粉の割合と硬さは好みで調整する。

❶

鶏モモ肉は一口大、タマネギは薄切り、トマトはざく切り、ニンジンは乱切りにする。
鍋を火にかけて、サラダ油を敷き、鶏モモ肉を炒める。ある程度火が通ったら、残り
の材料を入れてさらに炒める。
肉と野菜に火が通ったら塩とカレー粉で味付けする。鶏肉の代わりにナスやオク
ラ、魚などを入れてもよい。

❶
❷

❸ チキンソースを作る女性。肉入りのソースはかなりぜいたくだという

カロ

取材協力・写真提供：吉田昌夫

取材協力・写真提供：大平和希子

地球ギャラリー

ソースと共に食べる
ウガンダの主食の一つ

カロ

チキンソース

らんだデザインと前で結ぶ帯に特徴がある。オクワンジュラは別名「イ
ントロダクション」ともいい、要するにお披露目のこと。参列した日に見
たのは伝統的なしきたりで、新婦の実家の庭にしつらえられたテントの
下に新婦側の親族・友人が座り、その向かい側に新郎の関係者が腰
掛けている。
　オクワンジュラでは両家が重要な交渉をする。新郎側の代表から渡
された封筒の中身を新婦側代表が見て、首を横に振る。そこに書かれ
ているのは婚資となる家畜の数。「いやいや、こんな頭数じゃ、うちの
娘はやれないよ」。かれこれ１時間、芝居じみた封筒のやりとりが続い
た。もっともこれは形だけで、あらかじめ話はついているのだ。
　人口の８割といわれるキリ
スト教徒の場合、オクワンジ
ュラを行った後に教会で挙
式をする。お金のかかるオク
ワンジュラは誰もができるわ
けではなく、都会では「シビル
マリッジ」といって役所に届
けを出すだけの結婚も増え
ているという。

カロ（左）とチキンソース。カロを一口大にちぎってソースにつけていただく
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新 着 情 報

『ケバブグランプリ2016』
今年で第３回目の開催となる「ケバブグランプリ」。ケバブをテーマに
した日本で唯一のフードイベントだ。約３万人の来場者を集めた昨年
は、17のケバブの名店が出店し、それぞれの自慢の味で来場者の胃
袋を満たした。好評につき、今年は会期を１日延長しての開催とな
る。当日は、ケバブスタンドだけ
でなく、「魅惑のベリーダンスコ
ンテスト」やトルコビールの提供、
雑貨の販売も行われる。食欲
の秋、ケバブを堪能しながら都
心で手軽に中東の文化を体感
できるこのイベントにぜひ足を
運んでみよう。

E  VENT

M  OVIE

『湾生回家』
下関条約が締結された1895年から1945年までの50年間、多くの
公務員や企業の駐在員が日本の統治下にあった台湾へと渡った。
「湾生」とは、戦前の台湾で生まれ育った約20万人の日本人を指す。
1945年に日本が敗戦すると、湾生を含む50万人近くの日本人が台
湾から日本に強制送還された。残酷な歴史の転換によって、生まれ故
郷を追われ、未知の祖国・日本へと渡った湾生たち。自分たちの居場
所はどこなのか――。歴史に翻弄された湾生たちの運命と“望郷の
念”を描いたドキュメンタリー映画だ。

会期：11月９日（水）～ 11月13日（日） 11：00～21：00
　　　※９日（水）は、17：00～21：00
会場：大久保公園（東京都新宿区）
問：日建リース工業株式会社　
TEL：03-3295-9111　
URL：http://www.nrg.co.jp/nikkenlease/turkish-festival/

B  OOK

『カレー・バイブル』
もはや日本の国民食といえるカレー。そのルーツであるインドはも
ちろん、アジア各国にも、それぞれ個性的なカレー文化がある。
イギリス料理に影響を受けた日本のカレーのバリエーションも幅
広い。本書ではインドなどの南ア
ジア、タイに代表される東南アジ
ア、日本のそれぞれのカレーを紹
介。カレーに添える主食やサイドメ
ニューなども掲載している。名店の
シェフたちによる120種のレシピ
の競演を通して、アジアの食文化
の多様性や、アレンジの可能性を
垣間見ることができる。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

2015年／台湾／１時間51分 
監督：ホァン・ミンチェン（黄銘正）
出演：冨永勝、家倉多恵子、清水一也、松本洽盛、竹中信子、片山清子 他
公開：11月12日(土)より岩波ホール（東京都千代田区）ほか全国順次公開
URL：www.wansei.com/
配給：太秦

ナツメ社
2,700円（税込）

B  OOK

『持続する情熱
完全保存版 青年海外協力隊50年の軌跡』
1965年に発足し、昨年50周年を迎えた青年海外協力隊。過
去50年間で約４万人の隊員が88カ国に派遣された。この本で
は、これまでの活動の歴史や成
果、各国が抱える課題などを地域
別に紹介。皇室と協力隊との交
流エピソードや、昨年開催された
記念式典の様子も含め、写真と
共に振り返る。この他、隊員が現
地で開発した商品や民芸品の紹
介や、協力隊草創期の隊員と最
近帰国したばかりの隊員による座
談会など、この本でしか読むことが
できない企画も多数収録。半世
紀にわたる協力隊の歴史とこれか
らの展望を凝縮した決定版だ。

この本を
3人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

独立行政法人
国際協力機構（JICA） 監修
万葉舎
4,860円（税込）

○c 田澤文化有限公司

わんせい

ほん ろう
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開
発
途
上
国
の
街
を
訪
れ
る
際
に
は
、
地
図
に
は
載
っ
て
い
な

い
、
街
に
住
む
人
々
の
生
活
を
支
え
る
日
本
の
協
力
に
つ
い
て
も
、

ぜ
ひ
事
前
に
調
べ
て
み
て
下
さ
い
。
旅
が
さ
ら
に
楽
し
く
な
る
こ

と
間
違
い
な
し
で
す
。
街
づ
く
り
と
い
う
と
、
道
路
や
橋
、
水
道
、

学
校
な
ど
が
最
初
に
思
い
浮
か
び
ま
す
が
、
日
本
の
専
門
家
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
本
号
で
紹
介
し
た
都
市
計
画
づ
く
り
や
公
共
サ

ー
ビ
ス
を
人
々
に
提
供
し
続
け
る
た
め
、
長
年
、
人
材
育
成
に
も

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

私
が
赴
任
し
て
い
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ
ニ
ラ
首
都
圏
は
、
約

1
2
8
8
万
人
が
住
む
大
都
市
圏
で
す
が
、
中
心
部
を
流
れ
る
パ

ッ
シ
グ
川
と
マ
リ
キ
ナ
川
は
、
雨
期
、
特
に
台
風
が
発
生
す
る
９

〜
10
月
に
し
ば
し
ば
氾
濫
し
、
住
民
を
苦
し
め
て
き
ま
し
た
。

J
I
C
A
は
洪
水
被
害
を
減
ら
す
た
め
、
1
9
7
0
年
代
か
ら
河

川
の
護
岸
や
排
水
ポ
ン
プ
場
、
洪
水
予
警
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
を
整
備
し
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
人
づ
く
り
に
協
力
し
て
い

ま
す
。

　

私
は
マ
ニ
ラ
勤
務
当
時
、
J
I
C
A
の
協
力
で
整
備
し
た
洪
水

予
警
報
シ
ス
テ
ム
を
30
年
間
守
り
続
け
て
き
た
女
性
に
出
会
い
ま

し
た
。
今
年
６
月
、
マ
ニ
ラ
首
都
圏
開
発
庁
を
退
職
し
た
エ
マ
さ

ん
こ
と
マ
キ
シ
ア
・
キ
ャ
ン
バ
オ
さ
ん
で
す
。
記
録
的
な
台
風
や

豪
雨
で
シ
ス
テ
ム
自
体
が
故
障
し
た
り
、
ポ
ン
プ
が
雨
水
を
排
水

し
き
れ
な
く
な
っ
た
り
し
て
、
彼
女
は
住
民
か
ら
非
難
を
浴
び
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
の
技
術
者
か
ら
受
け
継
い

だ
こ
と
を
着
実
に
行
い
、
洪
水
被
害
を
減
ら
し
た
い
一
心
で
予
算

を
工
面
し
て
部
下
を
育
て
な
が
ら
シ
ス
テ
ム
を
守
り
、
洪
水
被
害

の
軽
減
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。
J
I
C
A
は
エ
マ
さ
ん
の
長
年

の
功
績
を
た
た
え
、
今
年
10
月
に
J
I
C
A
国
際
協
力
感
謝
賞
を

贈
り
ま
し
た
。

　

あ
な
た
の
旅
先
の
街
に
も
、
地
図
に
載
ら
な
い
協
力
の
成
果
と
し

て
、
人
々
の
生
活
を
支
え
る
功
労
者
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

J
I
C
A
広
報
室
報
道
課　

竹
田
幸
子

① 東ティモールのコーヒー
② 書籍『持続する情熱
     完全保存版 青年海外協力隊50年の軌跡』（p37参照）
③ 書籍『カレー・バイブル』（p37参照）

次号予告（2016年12月1日発行予定）

国際緊急援助
災害や感染症など、さまざまな危機への対応が求められる昨今。来
年、設立30周年を迎える日本の国際緊急援助隊は、高水準の援助
能力と関係組織との協力を強みに世界各地で支援を行ってきました。
活動を支える協力体制や「人」、訓練の様子などをご紹介します。
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1 3
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幸せを運ぶピースコーヒー

©Yuki Asada

　東ティモールの最高峰、標高2,986メー
トルのラメラウ山。この山の中腹にある
レテフォホでは、人々の幸せにつながる
「ピースコーヒー」が栽培されている。
　東ティモールはインドネシアとの独立
紛争を経て2002年に独立を果たした。
コーヒーは数少ない換金作物であり、多
くの人がコーヒーを育てて生計を立てて
いる。ところが、買い取り業者がコーヒー
豆を安く買いたたくので、生産者は厳し
い暮らしを強いられていた。
　独立前の混乱期から同国で支援活動
をしている特定非営利活動法人ピースウ
ィンズ・ジャパン（PWJ）は、持続的な発
展のためには人々が自分たちの力で何か
を生み出す仕組みが必要だと考え、03年
にフェアトレードコーヒー生産者支援事

業を開始した。PWJが求める、手間のか
かる加工作業に不安を抱く生産者もい
たが、当初10世帯だった事業への参加
者は、今では約500世帯に膨らんだ。化
学肥料も農薬も使わないピースコーヒー
は、「スペシャルティコーヒー」としてコー
ヒー鑑定士から高く評価されている。
　PWJフェアトレード部の大石雅美さん
は、「私たちが目指すのは、高品質のコ
ーヒー作りの先にある、生産者の暮らし
の向上と、そこにつながる消費者の意識
や行動の変化です」と話す。生産者から
は、「収入が増えたので、継続して子ど
もを学校に送ることができる」「私たち
の作るコーヒーが、遠い日本でおいしい
と評判になっていると聞いてうれしい」と
いう、希望にあふれる声が届いている。

収穫したコーヒーの実を手にする生産者家族たち

M
O

NO-GATARI FROM
 m

u
n

d
i

Tim
or-Leste

November

2016. NO.97

★商品は「ピースウィンズ・ジャパン」オンラインショップ
　 で購入できます http://pwshop.ocnk.net/

★東ティモールのピースコーヒーを２人にプレゼント！
　 →詳細は38ページへ

レテフォホ

東ティモール
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　幼いころから引っ込み思案だった
私は、中学生時代に音楽でならば自分
の内面を表現できるということに気付
きました。本格的にハーモニカにのめ
り込んでいったのは高校卒業後です。
手の平に収まってしまう小さな楽器な
のに、心に寄り添う優しい音色を持つ
ハーモニカに魅了され、いつか自分も
誰かの心に響く演奏をしたい、このす
てきな楽器を多くの人に知ってもらい
たいと考えて、プロの道に進みました。
　しかし、ハーモニカ奏者への道は平
坦なものではありませんでした。厳し
い現実を前に落ち込んでいたとき、テ
レビで外国のストリートチルドレンを取
り上げた番組を見たんです。子どもた
ちの過酷な境遇を知り、些細なことで
不満を漏らしていた自分を恥ずかしく
思いました。そして、彼らにハーモニカ
をプレゼントし、ストリートチルドレン
がストリートミュージシャンになったら
どんなに素晴らしいだろうと思うように
なりました。
　この夢の実現に協力してくれたの

は、私のハーモニカ教室の生徒でし
た。青年海外協力隊としてウガンダに
赴任した彼女の協力を得て、2008年12
月に現地へ飛びました。クリスマスが
近かったことからこの活動を「ハモニ
カサンタ」と名付けて、孤児院や学校、
障害者学級、ストリートチルドレンの施
設などを訪れ、計200本以上のハーモ
ニカをプレゼント。レッスンの後は、音
響システムを使ってみんなで「キラキラ
星」を大音量で演奏しました。夢がか
なった瞬間でした。
　ストリートチルドレンの施設では、一
人に一つプレゼントできるほど十分な
ハーモニカがなかったのですが、ある
子が私の耳元で「ハーモニカを吹きた
い。僕にハーモニカをちょうだい」と言
ってきたんです。ハーモニカを吹いたこ
とがよほど楽しかったのでしょうね。と
ても印象深い出来事でした。
　後日、施設の方から「以前は、夜は
寂しい場所だったけれど、今では暗く
なるとあちこちからハーモニカの音が
聞こえてきて、みんな楽しい気持ちに

なっています」と連絡をもらい、とても
うれしくなりました。
　カンボジアの孤児院でもハーモニカ
をプレゼントしてレッスンしたのです
が、熱心に練習する男の子を見て、施
設の先生が「この子のこんなに一生懸
命な姿は初めて見ました」とうれしそう
に話す姿が心に残っています。
　今後は、二代目ハモニカサンタを育
てることができたらいいなと思ってい
ます。国際協力に詳しいわけではあり
ませんが、そんな私でも一端を担えまし
た。協力へのハードルは決して高くな
い、そう伝えたいです。“ハーモニカは
平和の音色”。今後も世界の人 と々音楽
を通じて交流し、お互いに笑顔になれ
たらと思います。

私の ハーモニカは平和の音色

ジャズハーモニカプレイヤー   田中光栄

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国の
現状について知り、一人一人ができる国際協力を
推進していく市民参加型プロジェクトです。ウェブサ
イトやFacebookの専用ページを通じて、さまざまな
国際協力の情報を発信していきます。

なんとかしなきゃ で 検索

TANAKA Koei

PROFILE 
1971年東京都出身。アジアのジャズ・ブルースハー
モニカシーンをけん引する国際的ハーモニカ奏者。15
歳でハーモニカを始める。アメリカ最大のハーモニカ
フェスティバル「SPAH」のメインステージに出演する
アジア人唯一の奏者。映画やテレビなどのレコーディ
ングもこなす。2008年より開発途上国や国内で「ハ
モニカサンタ」の活動を続けている。写真はウガンダ
の学校にて。ハーモニカを初めて見る子どもたち。

さ  さい




